
日ごろから感染対策を
 徹底しましょう！
　新型コロナウイルス感染者が沖縄県内で確認されて早2か月になります。
毎日できる感染対策を実施し、感染を予防しましょう。

　新型コロナウイルスやインフルエンザは、飛沫感染のほかに手指を介して接触感染
をします。手洗いは感染を防ぐ上で非常に効果的です。感染対策その①  手洗い

　咳エチケットとは、飛沫感染をする感染症を他人に感染させないために、咳・くしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハ
ンカチ、袖を使って口や鼻を押さえることです。特に学校や職場など人が集まるところで実践することが重要です。

感染対策その②  咳エチケット

　接触感染を防ぐには、手指がよく触れる場所を清潔に保つことが重要です。物の表面の消毒に
は消毒用エタノールや次亜塩素酸ナトリウムが有効です。これら消毒液をペーパータオル等に
十分に含ませてから拭き、自然乾燥させます。

感染対策その③  家庭や施設内の消毒

 お問い合わせ　西原町役場　福祉部　健康支援課　保健予防係　☎098-945-4791

台所や衣料用の塩素系漂白剤に含まれています。用
途に応じ製品に記載されている用量に希釈して使用
します。厚労省は0.1%の濃度で効果があるとしてい
ます。例えば、原液濃度が6%の場合、2Lのペットボト
ル1本の水に対して、約33ml（=0.1%）(ペットボトル
キャップ6～7杯）※ペットボトルキャップ1杯=約5ml

その他にも、十分な睡眠と栄養バランスのとれた食事で、免疫力をつけましょう。

次亜塩素酸ナトリウムとは？

・製品に記載されている「使用上の
注意」をよく読んでから使用して
ください。
・スプレーボトルでの噴霧はしない
でください。
・金属部位に使用した際には、10
分後に水拭きしましょう。

次亜塩素酸ナトリウムを消毒として使用する際の注意点

新型コロナウイルスに関する最新情報は町ホームページ
(http://www.town.nishihara.okinawa.jp)でご確認を！
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目指せ手洗いチャンピオン！
（関連記事 裏表紙）
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令和2年度　施政方針

　
町
長
就
任
か
ら
３
期
目
の
４
年
目
と
な

り
、
私
に
と
り
ま
し
て
最
後
の
３
月
定
例

会
と
な
る
令
和
２
年
第
１
回
西
原
町
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
町
政

運
営
の
基
本
と
な
る
令
和
２
年
度
予
算
案

を
は
じ
め
、
諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、

町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
私
の
所
信
の一
端

を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
及
び
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
今
年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
締
め

く
く
り
と
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
に
か
か
る

希
望
も
含
め
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
は
就
任
当
初
か
ら
基
本
理
念
で
あ
り

ま
す
「
町
民
の
目
線
に
立
ち
　
町
民
本
位

の
町
政
」
を
掲
げ
、

一　
平
和
な
く
し
て
町
民
福
祉
な
し
　

平
和
が
す
べ
て
の
原
点

一　
町
民
が
主
体
の
「
協
働
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
推
進

一　
町
民
の
税
金
を
大
切
に
使
う
予
算

執
行

一　
職
員
と
の
信
頼
関
係
の
上
に
、
職

員
が
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

風
通
し
の
よ
い
職
場
づ
く
り

を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
町
政
運
営
に
あ
た
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
、
な

お
一
層
の
町
勢
の
発
展
を
め
ざ
し
、「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」
の
理
念
に
基
づ
い
て

町
民
協
働
の
「
文
教
の
ま
ち
西
原
」
の
創

造
に
最
後
ま
で
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
以
上
、
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
を
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
次
に
執
行
体
制
と
行
財

政
の
確
立
に
つい
て
申
し
上
げ
ま
す
。

１
　
執
行
体
制
と
行
財
政
の
確
立

　
社
会
保
障
関
係
事
業
や
今
年
度
か
ら

導
入
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
の

対
応
を
は
じ
め
、
地
方
分
権
に
よ
る
権
限

移
譲
や
一
括
交
付
金
な
ど
に
よ
り
、
事
務

事
業
や
行
政
需
要
は
年
々
増
大
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
加
え
、
国
民
健
康
保
険
の
赤

字
問
題
が
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
お
り
、

本
町
の
財
政
状
況
は
緊
急
的
な
措
置
を

と
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
各
事
業
に
つ
い
て
は
、

緊
急
か
つ
効
果
的
な
も
の
に
絞
り
、
さ
ら

に
、
行
政
内
部
に
お
け
る
コ
ス
ト
の
徹
底

的
な
見
直
し
と
本
町
の
財
政
規
模
に
見

合
っ
た
事
業
選
択
を
行
い
な
が
ら
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
で
き
る
限
り
低
下
さ
せ

な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

　
財
政
計
画
に
お
い
て
は
、
各
事
業
に
つ
い

て
優
先
順
位
を
決
め
、
事
業
計
画
段
階
か

ら
厳
し
く
精
査
し
な
が
ら
中
期
財
政
シ

ミ
ュレ
ー
シ
ョン
を
行
い
、「
あ
れ
も
こ
れ
も
」

で
は
な
く
、「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
と
い
う
視

点
で
、
安
定
的
な
予
算
編
成
が
行
え
る
よ

う
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
邁
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
役
場
に

お
い
て
は
、
多
種
多
様
で
高
度
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
や
地
方
分
権
の
進
展
に
対
応
す

る
た
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
充
実

強
化
を
図
り
、
ま
た
、
明
る
く
さ
わ
や
か

な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
職

員
の一層
の
資
質
向
上
と
職
場
の
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
行
政
運
営
の
公
正
の
確
保
や
透
明
性
の

向
上
及
び
町
民
の
権
利
利
益
保
障
に
つい
て

は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
行
政
手
続
・

行
政
不
服
審
査
制
度
の
適
正
な
運
用
を
図

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
情
報
公
開
制

度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
円
滑
な
運
用

に
努
め
ま
す
。

　
広
報
活
動
の
柱
で
あ
る
「
広
報
に
し
は

ら
」
は
、
町
民
に
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

広
報
紙
を
め
ざ
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つい
て
は
、
今
後
と
も
正
確
か
つ
迅
速
な
情

報
の
提
供
を
図
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
多
様
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル

を
活
用
し
、
町
民
の
利
便
性
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　
広
聴
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
種
審
議
会
、

委
員
会
な
ど
へ
の
町
民
公
募
制
度
を
引
き

続
き
推
進
し
、
町
民
参
画
の
機
会
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
と
の
対
話
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
メ
ー
ル

や
町
民
ア
イ
デ
ィ
ア
箱
に
よ
る
き
め
細
か
な

広
聴
活
動
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
財
政
状
況
は
、
消
費
税

増
税
や
幼
児
保
育
教
育
の
無
償
化
に
伴
う

地
方
財
政
計
画
の
拡
大
に
よ
り
、
一定
の
財

政
措
置
が
な
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

充
分
な
手
当
と
な
る
か
不
透
明
な
状
況
に

あ
り
、
町
財
政
が
よ
り
厳
し
さ
を
増
す
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
の
動
向
を
注
視
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
、
地
方
債
に
影
響
を
大
き
く
受
け
る

構
造
と
な
って
お
り
、
そ
の
た
め
、
自
主
財

源
の
確
保
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
自
主
財
源
の
大
部
分
を
占
め
る
町
税
に

つ
い
て
は
、
課
税
客
体
の
的
確
な
把
握
に

努
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
納
税
者
の
利

便
性
向
上
と
安
定
し
た
収
納
確
保
の
た

め
、
引
き
続
き
口
座
振
替
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

　
ま
た
、
税
の
公
正
・
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
財
産

調
査
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
付
能

力
の
迅
速
か
つ
的
確
な
把
握
に
努
め
、
滞

納
整
理
を
よ
り
一層
強
化
す
る
こ
と
で
、
滞

納
繰
越
額
の
縮
減
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
本
町
と
那
覇
県
税
事

務
所
及
び
南
城
市
と
の
連
携
協
定
に
よ
り

併
任
職
員
を
配
置
し
、
徴
収
技
術
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
民
間
事
業
者
と

連
携
し
な
が
ら
返
礼
品
の
開
発
な
ど
の
充

実
を
図
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

　
歳
出
面
で
は
、
義
務
的
経
費
の
割
合
が

恒
常
的
に
高
く
、
弾
力
性
に
乏
し
い
構
造

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
歳

出
削
減
の
た
め
の
経
常
的
経
費
や
事
務
事

業
の
総
点
検
を
強
力
に
実
施
し
、
本
町
の

財
政
力
に
見
合
っ
た
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
令
和
２
年
度
主
要
施
策
の
概
要

に
つい
て
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
で
定
め

ら
れ
た
４
つ
の
基
本
方
向
に
沿
っ
て
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

２
　「
平
和
で
人
間
性
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

（1） 

平
和
事
業
の
推
進

　
６
月
を
平
和
月
間
と
定
め
、「
平
和
の

語
り
べ
」
等
に
よ
る
平
和
学
習
、
児
童
生

徒
の
参
加
や
住
民
協
働
に
よ
る
各
種
平
和

事
業
を
推
進
し
、
町
民
の
平
和
意
識
の一

層
の
高
揚
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
め
ざ
し

ま
す
。

（
２
） 

地
域
活
性
化
事
業
の
推
進

　
活
力
に
満
ち
た
明
る
く
住
み
良
い
地
域

社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
各
自
治
会
の
自

主
的
な
地
域
自
治
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
３
） 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　「
さ
わ
ふ
じ
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
男
女

が
そ
の
性
差
を
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
協

力
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す
。

（
４
） 

学
校
教
育
の
充
実

　
小
学
校
は
令
和
２
年
度
か
ら
、
中
学
校

は
令
和
３
年
度
か
ら
と
な
る
新
学
習
指
導

要
領
の
実
施
を
迎
え
、
同
指
導
要
領
の
改

定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
教
育
課
程
の
編
成

と
着
実
な
実
施
に
向
け
た
学
校
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

主
体
的
に
行
動
す
る
な
ど
の
生
き
る
力
を

育
み
、
思
い
や
り
、
協
調
性
な
ど
の
豊
か
な

人
間
性
を
培
う
心
の
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
充
実
を
め
ざ
し
、
県
の
「
学
力
向
上
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ
」
の
下
に
、
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
、
い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
町
内
小
中
学
校
へ

の
学
習
支
援
員
の
派
遣
や
電
子
黒
板
な
ど

を
活
用
し
た
教
育
情
報
化
支
援
、
大
学
と

の
連
携
に
よ
る
授
業
支
援
、
さ
ら
に
、
小

中
学
校
の
連
携
に
よ
る
指
導
な
ど
、
児
童

生
徒
の
学
力
向
上
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
年
度
も
小
中
学
校
へ
特
別
支
援
教
育

支
援
員
を
派
遣
し
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
理
念
の
下
、
児
童
生
徒
へ
の
支
援
及
び

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
い
じ
め
、
不
登
校
問
題
に
つ
い
て
は
、
教

育
相
談
員
に
よ
る
学
校
訪
問
相
談
や
保
護

者
相
談
を
行
う
と
と
も
に
、
県
派
遣
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
効
果
的
に
活
用
し
、
引
き

続
き
学
校
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
西
原
中
学
校
19
号
棟
耐
震
補
強
工
事
を

行
い
、
安
全
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
小
中
学
校
校
務
事
務
環
境
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
及
び
校
務
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
入
替
え
を
行
い
、
校
務
事
務
の
改
善
を

図
り
、
働
き
や
す
い
環
境
を
構
築
し
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
応
じ
た
個

別
最
適
化
学
習
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
児
童
生
徒
一
人
一
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
整
備
を
行
う
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

（
５
） 

学
校
給
食
の
充
実
・
強
化

　
栄
養
に
配
慮
し
た
安
全
で
お
い
し
い
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒

の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
、
食
に
関
す

る
正
し
い
理
解
を
養
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

衛
生
管
理
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、
安

全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

（
６
） 

生
涯
学
習
の
振
興

　
地
域
と
学
校
の
連
携
体
制
を
基
盤
と
し

て
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実

現
に
向
け
て
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
貢
献

意
識
の
向
上
、
教
員
の
地
域
社
会
へ
の
理

解
の
促
進
な
ど
、
地
域
学
校
協
働
本
部
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

　
図
書
館
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
利
用
者

に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
町
民
の

自
己
学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
に
お
い
て
は
、
各
種
事
業

や
講
座
な
ど
を
実
施
し
、
生
涯
学
習
活
動

の
機
会
及
び
情
報
を
広
報
に
し
は
ら
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
町
民
へ
積
極
的
に

提
供
し
ま
す
。

（
７
） 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　 

活
動
の
推
進

　
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
に

対
す
る
関
心
の
高
ま
り
や
多
様
化
に
応
え

る
た
め
、
運
動
公
園
や
学
校
を
町
民
に
広

く
開
放
し
、
健
康
づ
く
り
や
交
流
の
場
と

し
て
の
利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
よ
り
充
実
し
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
努
め
ま
す
。
将
来
を
担
う
青
少
年

を
対
象
と
し
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
、
か
け
っ
こ
教
室
、
本
町
で
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
を
実
施
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
、
多
く
の
町
民
が
参

加
で
き
る
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
を
開
催

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
盛
ん
な
本
町

の
特
性
を
生
か
し
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

も
含
め
た
競
技
大
会
の
誘
致
に
向
け
て
関

係
団
体
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

（
８
） 

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

　
児
童
生
徒
の
非
行
や
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

問
題
な
ど
の
解
決
に
向
け
て
、
今
後
と
も

関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

は
じ
め
に

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

（
９
） 

文
化
事
業
の
推
進

　
伝
統
文
化
や
文
化
財
保
護
思
想
の
普

及
・
啓
発
を
図
る
た
め
、
諸
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
内
間
御
殿
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
整

備
基
本
計
画
の
改
定
を
行
う
と
と
も
に
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
復
元
に
向
け
て
年

次
的
に
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
内
間

御
殿
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
文
化
財
を

案
内
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め

ま
す
。

（
10
） 

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
利
活
用
の
推
進

　
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民
の
文

化
・
芸
術
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
町

内
・
町
外
を
問
わ
ず
利
用
し
や
す
い
運
営

に
努
め
ま
す
。

（
11
） 

国
際
交
流
事
業
の
推
進

　
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事

業
と
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
か
ら
受
け
入
れ

て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、「
１０
月
３０
日
世

界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
」
を
機
に
移
民

の
歴
史
や
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
の
発
信
に

努
め
ま
す
。

３
　「
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

（1） 

交
通
安
全
施
設
の
整
備
と
安
全
教
育

の
推
進

　
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て
も
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
交
通
安
全
指
導
や

広
報
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
事
故
防

止
に
努
め
ま
す
。

（２） 

消
防
・
防
災
体
制
等
の
確
立

　
町
民
の
生
命
及
び
財
産
を
災
害
等
か
ら

保
護
す
る
た
め
、
各
種
防
災
資
機
材
の
更

新
や
保
守
管
理
を
適
正
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
東
部
消
防
組
合
及
び
そ
の
他
関
係

機
関
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練
な
ど
を
通
し

て
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
消
防
拠
点
と
し
て
東
部
消
防
組

合
の
新
消
防
本
部
庁
舎
の
建
設
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
防
犯
活
動
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
、
地
域
安
全
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
犯
罪
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（
３
） 

環
境
保
全
対
策
の
推
進

　
町
指
定
ご
み
袋
等
の
手
数
料
を
改
定

し
、
増
加
す
る
ご
み
処
理
に
係
る
経
費
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
減
量
の
意
識

啓
発
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
南
部
広
域
行

政
組
合
が
所
有
す
る
旧
し
尿
処
理
場
跡
地

の
用
地
取
得
を
進
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
ヤ
ー
ド

の
整
備
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
看
板

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
都
市

計
画
や
土
地
利
用
計
画
と
調
整
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
環
境
と
調
和
が
と
れ
る
よ

う
無
秩
序
な
開
発
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

（
４
） 

上
水
道
事
業
の
充
実

　
地
震
に
強
い
強
靭
な
水
道
施
設
の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
な
水
道

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
引
き
続

き
水
道
施
設
の
整
備
拡
充
、
老
朽
化
が
進

行
す
る
施
設
の
維
持
管
理
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
安
室
・
兼
久
地
区
老
朽

管
更
新
、
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地

区
内
の
配
水
管
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
５
） 

下
水
道
事
業
の
推
進

　
汚
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
未
普
及
地
区

解
消
の
た
め
、
棚
原
第
一
処
理
分
区
の
整

備
を
継
続
し
、
整
備
区
域
の
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
、
接
続
率
向
上
に
向
け
て
普
及

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
雨
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
浸
水
被
害
軽

減
を
図
る
た
め
、
西
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
地
区
内
の
水
路
整
備
を
引
き
続
き
進

め
ま
す
。

　
ま
た
令
和
２
年
度
よ
り
公
営
企
業
会
計

を
導
入
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

４
　「
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て

（1） 

成
人
保
健
事
業
の
推
進

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
健

康
寿
命
の
延
伸
」「
早
世
の
予
防
」
を
め

ざ
し
第
２
次
の
「
に
し
は
ら
健
康
２１
」
を

推
進
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
特
定
健
診
、
が
ん

検
診
の
受
診
勧
奨
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、

昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た
自
治
会
報
奨

や
個
人
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
事
業
を
継
続

し
て
実
施
し
、
町
民
の
健
康
増
進
の
意
識

高
揚
を
図
り
ま
す
。

（２） 

医
療
保
険
事
業
の
推
進

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
県
内
の

多
く
の
市
町
村
が
赤
字
を
抱
え
る
中
、
本

町
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
運

営
が
強
い
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
す
る
各
種
の
保

健
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
医
療
費

の
適
正
化
に
向
け
て
レ
セ
プ
ト
点
検
を
強

化
し
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の

見
直
し
に
伴
い
、
改
定
内
容
に
つい
て
国
保

加
入
者
へ
の
理
解
、
周
知
に
努
め
る
と
と

も
に
、
収
納
率
向
上
特
別
対
策
事
業
を
継

続
し
、
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と

連
携
し
、
適
切
な
制
度
運
営
に
努
め
ま
す
。

（
３
） 

母
子
保
健
事
業
の
推
進

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
安
心
し

て
妊
娠
、
出
産
、
育
児
が
で
き
る
よ
う
乳

幼
児
健
診
、
妊
婦
健
診
や
親
子
通
園
事

業
等
を
実
施
し
、
親
と
子
の
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
相
談
や

発
達
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
よ
り
新
た
に
定
期
接
種
と

な
る
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
円
滑

に
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

（
４
） 

児
童
・
母
子
（
父
子
）
福
祉
の
推
進

　
令
和
２
年
度
よ
り
始
ま
る
第
２
期
西
原

町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
さ
ら
な
る
児
童
福
祉
の
充
実
に
努

め
ま
す
。
保
育
の
充
実
と
し
て
は
、
保
育

士
確
保
に
向
け
た
２
つ
の
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
一つ
目
は
、
保
育
士
業
務
の
負
担
軽
減
策

と
し
て
、「
保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業
」

を
新
た
に
導
入
し
、
保
育
補
助
者
の
雇
用

に
よ
り
保
育
士
業
務
の
負
担
軽
減
に
努
め

ま
す
。

　
二
つ
目
は
、「
保
育
補
助
者
雇
上
強
化

事
業
」
に
よ
り
雇
用
さ
れ
る
保
育
補
助
者

な
ど
を
対
象
に
、
保
育
士
資
格
取
得
を
支

援
す
る
た
め
「
保
育
士
試
験
受
験
者
支
援

事
業
」
を
実
施
し
、
保
育
士
試
験
受
験

者
向
け
の
講
座
開
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
心
理

士
に
よ
る
保
育
園
へ
の
訪
問
指
導
に
よ
り
、

発
達
が
気
に
な
る
園
児
や
そ
の
親
・
保
育

士
への
支
援
に
努
め
ま
す
。
幼
児
保
育
教
育

無
償
化
に
つい
て
は
、
引
き
続
き
制
度
の
周

知
及
び
適
切
な
制
度
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
児
童
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
及
び
病
児
保
育
事
業
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　
児
童
虐
待
に
つい
て
は
、
増
加
傾
向
に
あ

る
要
保
護
児
童
対
策
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
、
小
中
学
校
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
適
切
な
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
及
び
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
医

療
費
助
成
金
の
自
動
償
還
払
い
を
行
い
、

自
立
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

（
５
） 

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　
地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
は
、
西
原
町

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
関
係
機
関
と
協

働
し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
の
も
と
で
、
自
分
ら
し
く
活

躍
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
育
成
し
、

公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
で
支
え
あ
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
福
祉
推
進
体
制

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
６
） 

高
齢
者
福
祉
の
推
進

　
高
齢
者
福
祉
に
つい
て
は
、
国
の
介
護
保

険
制
度
及
び
高
齢
者
施
策
の
見
直
し
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
「
こ
と
ぶ
き
プ
ラ
ン
2
0
1
8
」
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
本
町
に
適
し
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県

介
護
保
険
広
域
連
合
と
連
携
し
、「
給
付

の
適
正
化
」「
財
政
の
安
定
化
」
を
め
ざ
し
、

よ
り
効
率
的
で
質
の
高
い
介
護
保
険
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合
と
連

携
し
て
、
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
町
の
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
い
て
、
整
備
を
計
画
し
て
い
る
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
開
設
に
向
け

て
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

（
７
） 

障
が
い
者
（
児
）
の
福
祉
の
推
進

　
西
原
町
障
が
い
者
計
画
及
び
第
５
期
障

が
い
福
祉
計
画
・
第
１
期
障
が
い
児
福
祉

計
画
「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ン
2
0
1
8
」
に
基

づ
き
、
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

障
が
い
者
福
祉
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
、

「
西
原
町
障
が
い
者
計
画
」
及
び
「
第
６

期
町
障
が
い
福
祉
計
画
」・「
第
２
期
障
が

い
児
福
祉
計
画
」（
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ン
）
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

５
　「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て

（1） 

農
業
の
振
興

　
農
業
振
興
に
つい
て
は
、
都
市
近
郊
型
農

業
を
推
進
す
る
た
め
、園
芸
作
物
に
お
い
て
、

農
業
施
設
導
入
や
農
業
振
興
に
関
す
る
補

助
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
営
農
指
導
員

を
配
置
し
、
付
加
価
値
の
高
い
農
産
物
の

生
産
や
安
定
出
荷
を
支
援
し
ま
す
。

　
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

会
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
地
を
解

消
し
て
農
地
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
農

業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
な
ど
を
活
用

し
、
新
規
就
農
者
な
ど
担
い
手
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化

に
向
け
、
農
業
委
員
会
の
協
力
を
得
な
が

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
地
域
の
状
況
の

地
図
化
と
地
域
懇
談
会
を
開
催
し
、
１
０

年
後
の
農
地
利
用
に
関
す
る
将
来
方
針
の

確
定
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
本
町
の
基
幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び

に
つい
て
は
、
優
良
種
苗
の
普
及
や
古
株
更

新
の
奨
励
、
病
害
虫
防
除
、
機
械
化
の
推

進
な
ど
に
取
り
組
み
生
産
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
畜
産
農
家
の
経

営
基
盤
の
安
定
・
強
化
を
図
る
た
め
、

優
良
種
畜
導
入
の
補
助
や
家
畜
予
防
注

射
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
飼
育
技
術
の
支

援
を
行
い
、
生
産
拡
大
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
農
水
産
物
流
通
・
加
工
・
観
光
拠
点

施
設
に
つい
て
は
、
昨
年
度
に
愛
称
の
公
募

を
行
い
「
西
原
さ
わ
ふ
じ
マ
ル
シ
ェ
」
に
決

定
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
１２
月
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
、
引
き
続
き
建
設
工
事
を
行

う
と
と
も
に
施
設
運
営
及
び
開
設
準
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

（２） 

水
産
業
の
振
興

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
与
那
原
・
西
原

町
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
を
強
化
し
、
漁

業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

（3） 

緑
化
の
推
進

　
緑
化
に
つ
い
て
は
、
森
林
地
区
を
保
全

し
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（4） 

商
工
業
の
振
興

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
商
工
会

と
の
連
携
を
強
化
し
つつ
、
６
次
産
業
化
に

向
け
た
農
商
工
連
携
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
企
業
誘
致
、
企
業
立
地
に
対
す
る

課
税
免
除
制
度
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、地
元
企
業
への
公
共
事
業
の
優
先
発
注
、

町
産
品
優
先
使
用
な
ど
を
引
き
続
き
推
進

し
、
町
内
企
業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
雇
用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
窓
口
と
し
た
相
談
体
制
を
継
続

し
、
町
商
工
会
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の

連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
求
人
・
求

職
者
の
登
録
を
行
い
、
新
た
な
雇
用
創
出

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、Ｎ
Ｓ
Ｂ
Ｐ（
西
原
町
学
生
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
は
、
今
年

度
も
県
内
外
に
お
い
て
町
産
品
の
販
売
や

広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
本
町
の
高
校
生
と
県
外
の
高
校
生
と
の

交
流
を
推
進
し
、
町
産
品
の
販
売
活
動
を

通
し
て
郷
土
に
誇
り
を
も
つ
本
町
の
将
来

を
担
う
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

（５） 

観
光
振
興

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
西
原
町
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
中
心
に
し
て
、
西

原
町
観
光
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
本
町
の
さ
ら
な
る
活

性
化
と
観
光
拠
点
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
整

備
し
た
町
民
陸
上
競
技
場
な
ど
に
は
、
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
に

制
作
し
た
観
光
客
向
け
の
避
難
誘
導
マ
ッ

プ
や
S
N
S
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
、
さ
ら
に
、

商
工
会
及
び
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、

観
光
資
源
の
発
掘
と
活
用
、
地
場
産
品
の

開
発
に
努
め
ま
す
。

　
中
城
湾
港
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
へ
の
大
型

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
計
画
を
踏
ま
え
、
今

年
度
も
西
原
町
・
与
那
原
町
・
中
城
村
・

北
中
城
村
で
構
成
す
る
「
東
海
岸
地
域
サ

ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会
」
と
連
携
し
、
本

町
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
県
は
平
成
３０
年
９
月
に
新

沖
縄
発
展
戦
略
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
当

該
戦
略
の
中
で
は
、
東
海
岸
サ
ン
ラ
イ
ズ
ベ

ル
ト
の
発
展
戦
略
を
次
期
沖
縄
振
興
計
画

の
検
討
項
目
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お

り
、
本
町
と
し
て
も
関
係
市
町
村
と
連
携

し
進
め
て
い
き
ま
す
。

（6） 

道
路
網
及
び
排
水
施
設
の
整
備

　
道
路
網
に
つ
い
て
は
、
東
崎
兼
久
線
、

小
波
津
川
北
線
、
小
波
津
川
南
線
、
兼

久
仲
伊
保
線
、
森
川
翁
長
線
な
ど
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
橋
梁
な
ど
の

老
朽
化
対
策
と
し
て
、
北
森
川
橋
の
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組

み
、
安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い
生
活
環
境

整
備
の
た
め
、
生
活
道
路
の
修
繕
や
排
水

整
備
に
努
め
ま
す
。

　
国
・
県
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
２

９
号
西
原
道
路
の
早
期
事
業
化
に
向
け
、

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
道

浦
添
西
原
線
道
路
整
備
事
業
、
県
道
那

覇
北
中
城
線
道
路
整
備
事
業
、
小
波
津

川
河
川
改
修
事
業
な
ど
に
つ
い
て
も
、
早

期
整
備
に
向
け
て
県
と
連
携
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

（７） 

都
市
基
盤
施
設
の
整
備

　
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
豊
か
な
都
市
空
間
の
形
成

を
確
立
す
る
た
め
、
土
地
利
用
の
誘
導
を
図

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
市
街
地
整
備
や

道
路
、
公
園
、
下
水
道
整
備
な
ど
、
重
点

的
に
整
備
す
べ
き
施
策
を
効
率
的
・
効
果

的
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
国
道
３
２
９
号

西
原
道
路
の
延
伸
に
伴
う
工
業
用
地
の
拡
大

に
向
け
た
調
査
に
つい
て
検
討
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
兼
久
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
線
沿
線
地

区
に
つ
い
て
、
観
光
客
や
買
い
物
客
な
ど

様
々
な
人
々
が
行
き
交
う
空
間
と
し
て
賑

わ
い
の
あ
る
沿
道
利
用
型
施
設
用
地
への
用

途
地
域
の
変
更
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
園
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
多
い
東
崎

公
園
、
東
崎
都
市
緑
地
（
イ
ル
カ
公
園
）

を
は
じ
め
と
す
る
各
公
園
施
設
の
遊
具
の

安
全
点
検
及
び
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
西
原
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
関
係
地
権
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
物
件
補
償
や
道
路
及
び
宅
地
造
成
工
事

を
行
い
、
事
業
の
進
捗
に
努
め
ま
す
。

　
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
促
進
を
図
り

ま
す
。

お
わ
り
に

　
令
和
２
年
度
の
各
予
算
に
つい
て
は
、
申

し
上
げ
ま
し
た
諸
施
策
事
業
な
ど
を
中
心

に
編
成
し
、

（1）
　
一般
会
計

　
　
1
1
，６
５
０
，0
0
0
千
円

（2）
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
4
，0
8
1
，２
５
９
千
円

（3）
　
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

　
　
2
６
０
，３
２
９
千
円

（4）
　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
２
９
５
，６
２
７
千
円

（5）
　
水
道
事
業
会
計

　
　
1
，0
6
５
，４
６
８
千
円

（6）
　
下
水
道
事
業
会
計

　
　
７
４
４
，９
３
５
千
円

と
な
って
い
ま
す
。

　
以
上
、
令
和
２
年
度
の
町
政
運
営
の
基

本
姿
勢
及
び
主
要
施
策
の
概
要
並
び
に
予

算
案
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
議
員

各
位
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和
２
年
度
の

施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
２
日
　
　
　
　
　
　

西
原
町
長  

上

　間

　
　明
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令和2年度　施政方針

　
町
長
就
任
か
ら
３
期
目
の
４
年
目
と
な

り
、
私
に
と
り
ま
し
て
最
後
の
３
月
定
例

会
と
な
る
令
和
２
年
第
１
回
西
原
町
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
町
政

運
営
の
基
本
と
な
る
令
和
２
年
度
予
算
案

を
は
じ
め
、
諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、

町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
私
の
所
信
の一
端

を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
及
び
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
今
年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
締
め

く
く
り
と
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
に
か
か
る

希
望
も
含
め
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
は
就
任
当
初
か
ら
基
本
理
念
で
あ
り

ま
す
「
町
民
の
目
線
に
立
ち
　
町
民
本
位

の
町
政
」
を
掲
げ
、

一　
平
和
な
く
し
て
町
民
福
祉
な
し
　

平
和
が
す
べ
て
の
原
点

一　
町
民
が
主
体
の
「
協
働
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
推
進

一　
町
民
の
税
金
を
大
切
に
使
う
予
算

執
行

一　
職
員
と
の
信
頼
関
係
の
上
に
、
職

員
が
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

風
通
し
の
よ
い
職
場
づ
く
り

を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
町
政
運
営
に
あ
た
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
、
な

お
一
層
の
町
勢
の
発
展
を
め
ざ
し
、「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」
の
理
念
に
基
づ
い
て

町
民
協
働
の
「
文
教
の
ま
ち
西
原
」
の
創

造
に
最
後
ま
で
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
以
上
、
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
を
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
次
に
執
行
体
制
と
行
財

政
の
確
立
に
つい
て
申
し
上
げ
ま
す
。

１
　
執
行
体
制
と
行
財
政
の
確
立

　
社
会
保
障
関
係
事
業
や
今
年
度
か
ら

導
入
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
の

対
応
を
は
じ
め
、
地
方
分
権
に
よ
る
権
限

移
譲
や
一
括
交
付
金
な
ど
に
よ
り
、
事
務

事
業
や
行
政
需
要
は
年
々
増
大
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
加
え
、
国
民
健
康
保
険
の
赤

字
問
題
が
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
お
り
、

本
町
の
財
政
状
況
は
緊
急
的
な
措
置
を

と
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
各
事
業
に
つ
い
て
は
、

緊
急
か
つ
効
果
的
な
も
の
に
絞
り
、
さ
ら

に
、
行
政
内
部
に
お
け
る
コ
ス
ト
の
徹
底

的
な
見
直
し
と
本
町
の
財
政
規
模
に
見

合
っ
た
事
業
選
択
を
行
い
な
が
ら
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
で
き
る
限
り
低
下
さ
せ

な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

　
財
政
計
画
に
お
い
て
は
、
各
事
業
に
つ
い

て
優
先
順
位
を
決
め
、
事
業
計
画
段
階
か

ら
厳
し
く
精
査
し
な
が
ら
中
期
財
政
シ

ミ
ュレ
ー
シ
ョン
を
行
い
、「
あ
れ
も
こ
れ
も
」

で
は
な
く
、「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
と
い
う
視

点
で
、
安
定
的
な
予
算
編
成
が
行
え
る
よ

う
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
邁
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
役
場
に

お
い
て
は
、
多
種
多
様
で
高
度
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
や
地
方
分
権
の
進
展
に
対
応
す

る
た
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
充
実

強
化
を
図
り
、
ま
た
、
明
る
く
さ
わ
や
か

な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
職

員
の一層
の
資
質
向
上
と
職
場
の
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
行
政
運
営
の
公
正
の
確
保
や
透
明
性
の

向
上
及
び
町
民
の
権
利
利
益
保
障
に
つい
て

は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
行
政
手
続
・

行
政
不
服
審
査
制
度
の
適
正
な
運
用
を
図

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
情
報
公
開
制

度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
円
滑
な
運
用

に
努
め
ま
す
。

　
広
報
活
動
の
柱
で
あ
る
「
広
報
に
し
は

ら
」
は
、
町
民
に
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

広
報
紙
を
め
ざ
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つい
て
は
、
今
後
と
も
正
確
か
つ
迅
速
な
情

報
の
提
供
を
図
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
多
様
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル

を
活
用
し
、
町
民
の
利
便
性
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　
広
聴
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
種
審
議
会
、

委
員
会
な
ど
へ
の
町
民
公
募
制
度
を
引
き

続
き
推
進
し
、
町
民
参
画
の
機
会
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
と
の
対
話
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
メ
ー
ル

や
町
民
ア
イ
デ
ィ
ア
箱
に
よ
る
き
め
細
か
な

広
聴
活
動
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
財
政
状
況
は
、
消
費
税

増
税
や
幼
児
保
育
教
育
の
無
償
化
に
伴
う

地
方
財
政
計
画
の
拡
大
に
よ
り
、
一定
の
財

政
措
置
が
な
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

充
分
な
手
当
と
な
る
か
不
透
明
な
状
況
に

あ
り
、
町
財
政
が
よ
り
厳
し
さ
を
増
す
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
の
動
向
を
注
視
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
、
地
方
債
に
影
響
を
大
き
く
受
け
る

構
造
と
な
って
お
り
、
そ
の
た
め
、
自
主
財

源
の
確
保
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
自
主
財
源
の
大
部
分
を
占
め
る
町
税
に

つ
い
て
は
、
課
税
客
体
の
的
確
な
把
握
に

努
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
納
税
者
の
利

便
性
向
上
と
安
定
し
た
収
納
確
保
の
た

め
、
引
き
続
き
口
座
振
替
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

　
ま
た
、
税
の
公
正
・
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
財
産

調
査
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
付
能

力
の
迅
速
か
つ
的
確
な
把
握
に
努
め
、
滞

納
整
理
を
よ
り
一層
強
化
す
る
こ
と
で
、
滞

納
繰
越
額
の
縮
減
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
本
町
と
那
覇
県
税
事

務
所
及
び
南
城
市
と
の
連
携
協
定
に
よ
り

併
任
職
員
を
配
置
し
、
徴
収
技
術
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
民
間
事
業
者
と

連
携
し
な
が
ら
返
礼
品
の
開
発
な
ど
の
充

実
を
図
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

　
歳
出
面
で
は
、
義
務
的
経
費
の
割
合
が

恒
常
的
に
高
く
、
弾
力
性
に
乏
し
い
構
造

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
歳

出
削
減
の
た
め
の
経
常
的
経
費
や
事
務
事

業
の
総
点
検
を
強
力
に
実
施
し
、
本
町
の

財
政
力
に
見
合
っ
た
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
令
和
２
年
度
主
要
施
策
の
概
要

に
つい
て
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
で
定
め

ら
れ
た
４
つ
の
基
本
方
向
に
沿
っ
て
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

２
　「
平
和
で
人
間
性
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

（1） 

平
和
事
業
の
推
進

　
６
月
を
平
和
月
間
と
定
め
、「
平
和
の

語
り
べ
」
等
に
よ
る
平
和
学
習
、
児
童
生

徒
の
参
加
や
住
民
協
働
に
よ
る
各
種
平
和

事
業
を
推
進
し
、
町
民
の
平
和
意
識
の一

層
の
高
揚
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
め
ざ
し

ま
す
。

（
２
） 

地
域
活
性
化
事
業
の
推
進

　
活
力
に
満
ち
た
明
る
く
住
み
良
い
地
域

社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
各
自
治
会
の
自

主
的
な
地
域
自
治
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
３
） 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　「
さ
わ
ふ
じ
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
男
女

が
そ
の
性
差
を
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
協

力
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す
。

（
４
） 

学
校
教
育
の
充
実

　
小
学
校
は
令
和
２
年
度
か
ら
、
中
学
校

は
令
和
３
年
度
か
ら
と
な
る
新
学
習
指
導

要
領
の
実
施
を
迎
え
、
同
指
導
要
領
の
改

定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
教
育
課
程
の
編
成

と
着
実
な
実
施
に
向
け
た
学
校
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

主
体
的
に
行
動
す
る
な
ど
の
生
き
る
力
を

育
み
、
思
い
や
り
、
協
調
性
な
ど
の
豊
か
な

人
間
性
を
培
う
心
の
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
充
実
を
め
ざ
し
、
県
の
「
学
力
向
上
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ
」
の
下
に
、
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
、
い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
町
内
小
中
学
校
へ

の
学
習
支
援
員
の
派
遣
や
電
子
黒
板
な
ど

を
活
用
し
た
教
育
情
報
化
支
援
、
大
学
と

の
連
携
に
よ
る
授
業
支
援
、
さ
ら
に
、
小

中
学
校
の
連
携
に
よ
る
指
導
な
ど
、
児
童

生
徒
の
学
力
向
上
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
年
度
も
小
中
学
校
へ
特
別
支
援
教
育

支
援
員
を
派
遣
し
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
理
念
の
下
、
児
童
生
徒
へ
の
支
援
及
び

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
い
じ
め
、
不
登
校
問
題
に
つ
い
て
は
、
教

育
相
談
員
に
よ
る
学
校
訪
問
相
談
や
保
護

者
相
談
を
行
う
と
と
も
に
、
県
派
遣
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
効
果
的
に
活
用
し
、
引
き

続
き
学
校
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
西
原
中
学
校
19
号
棟
耐
震
補
強
工
事
を

行
い
、
安
全
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
小
中
学
校
校
務
事
務
環
境
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
及
び
校
務
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
入
替
え
を
行
い
、
校
務
事
務
の
改
善
を

図
り
、
働
き
や
す
い
環
境
を
構
築
し
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
応
じ
た
個

別
最
適
化
学
習
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
児
童
生
徒
一
人
一
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
整
備
を
行
う
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

（
５
） 

学
校
給
食
の
充
実
・
強
化

　
栄
養
に
配
慮
し
た
安
全
で
お
い
し
い
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒

の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
、
食
に
関
す

る
正
し
い
理
解
を
養
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

衛
生
管
理
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、
安

全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

（
６
） 

生
涯
学
習
の
振
興

　
地
域
と
学
校
の
連
携
体
制
を
基
盤
と
し

て
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実

現
に
向
け
て
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
貢
献

意
識
の
向
上
、
教
員
の
地
域
社
会
へ
の
理

解
の
促
進
な
ど
、
地
域
学
校
協
働
本
部
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

　
図
書
館
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
利
用
者

に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
町
民
の

自
己
学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
に
お
い
て
は
、
各
種
事
業

や
講
座
な
ど
を
実
施
し
、
生
涯
学
習
活
動

の
機
会
及
び
情
報
を
広
報
に
し
は
ら
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
町
民
へ
積
極
的
に

提
供
し
ま
す
。

（
７
） 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　 

活
動
の
推
進

　
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
に

対
す
る
関
心
の
高
ま
り
や
多
様
化
に
応
え

る
た
め
、
運
動
公
園
や
学
校
を
町
民
に
広

く
開
放
し
、
健
康
づ
く
り
や
交
流
の
場
と

し
て
の
利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
よ
り
充
実
し
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
努
め
ま
す
。
将
来
を
担
う
青
少
年

を
対
象
と
し
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
、
か
け
っ
こ
教
室
、
本
町
で
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
を
実
施
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
、
多
く
の
町
民
が
参

加
で
き
る
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
を
開
催

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
盛
ん
な
本
町

の
特
性
を
生
か
し
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

も
含
め
た
競
技
大
会
の
誘
致
に
向
け
て
関

係
団
体
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

（
８
） 

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

　
児
童
生
徒
の
非
行
や
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

問
題
な
ど
の
解
決
に
向
け
て
、
今
後
と
も

関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

（
９
） 
文
化
事
業
の
推
進

　
伝
統
文
化
や
文
化
財
保
護
思
想
の
普

及
・
啓
発
を
図
る
た
め
、
諸
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
内
間
御
殿
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
整

備
基
本
計
画
の
改
定
を
行
う
と
と
も
に
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
復
元
に
向
け
て
年

次
的
に
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
内
間

御
殿
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
文
化
財
を

案
内
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め

ま
す
。

（
10
） 

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
利
活
用
の
推
進

　
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民
の
文

化
・
芸
術
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
町

内
・
町
外
を
問
わ
ず
利
用
し
や
す
い
運
営

に
努
め
ま
す
。

（
11
） 

国
際
交
流
事
業
の
推
進

　
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事

業
と
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
か
ら
受
け
入
れ

て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、「
１０
月
３０
日
世

界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
」
を
機
に
移
民

の
歴
史
や
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
の
発
信
に

努
め
ま
す
。

３
　「
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

（1） 

交
通
安
全
施
設
の
整
備
と
安
全
教
育

の
推
進

　
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て
も
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
交
通
安
全
指
導
や

広
報
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
事
故
防

止
に
努
め
ま
す
。

（２） 

消
防
・
防
災
体
制
等
の
確
立

　
町
民
の
生
命
及
び
財
産
を
災
害
等
か
ら

保
護
す
る
た
め
、
各
種
防
災
資
機
材
の
更

新
や
保
守
管
理
を
適
正
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
東
部
消
防
組
合
及
び
そ
の
他
関
係

機
関
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練
な
ど
を
通
し

て
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
消
防
拠
点
と
し
て
東
部
消
防
組

合
の
新
消
防
本
部
庁
舎
の
建
設
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
防
犯
活
動
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
、
地
域
安
全
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
犯
罪
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（
３
） 

環
境
保
全
対
策
の
推
進

　
町
指
定
ご
み
袋
等
の
手
数
料
を
改
定

し
、
増
加
す
る
ご
み
処
理
に
係
る
経
費
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
減
量
の
意
識

啓
発
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
南
部
広
域
行

政
組
合
が
所
有
す
る
旧
し
尿
処
理
場
跡
地

の
用
地
取
得
を
進
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
ヤ
ー
ド

の
整
備
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
看
板

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
都
市

計
画
や
土
地
利
用
計
画
と
調
整
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
環
境
と
調
和
が
と
れ
る
よ

う
無
秩
序
な
開
発
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

（
４
） 

上
水
道
事
業
の
充
実

　
地
震
に
強
い
強
靭
な
水
道
施
設
の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
な
水
道

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
引
き
続

き
水
道
施
設
の
整
備
拡
充
、
老
朽
化
が
進

行
す
る
施
設
の
維
持
管
理
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
安
室
・
兼
久
地
区
老
朽

管
更
新
、
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地

区
内
の
配
水
管
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
５
） 

下
水
道
事
業
の
推
進

　
汚
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
未
普
及
地
区

解
消
の
た
め
、
棚
原
第
一
処
理
分
区
の
整

備
を
継
続
し
、
整
備
区
域
の
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
、
接
続
率
向
上
に
向
け
て
普
及

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
雨
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
浸
水
被
害
軽

減
を
図
る
た
め
、
西
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
地
区
内
の
水
路
整
備
を
引
き
続
き
進

め
ま
す
。

　
ま
た
令
和
２
年
度
よ
り
公
営
企
業
会
計

を
導
入
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

４
　「
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て

（1） 

成
人
保
健
事
業
の
推
進

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
健

康
寿
命
の
延
伸
」「
早
世
の
予
防
」
を
め

ざ
し
第
２
次
の
「
に
し
は
ら
健
康
２１
」
を

推
進
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
特
定
健
診
、
が
ん

検
診
の
受
診
勧
奨
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、

昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た
自
治
会
報
奨

や
個
人
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
事
業
を
継
続

し
て
実
施
し
、
町
民
の
健
康
増
進
の
意
識

高
揚
を
図
り
ま
す
。

（２） 

医
療
保
険
事
業
の
推
進

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
県
内
の

多
く
の
市
町
村
が
赤
字
を
抱
え
る
中
、
本

町
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
運

営
が
強
い
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
す
る
各
種
の
保

健
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
医
療
費

の
適
正
化
に
向
け
て
レ
セ
プ
ト
点
検
を
強

化
し
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の

見
直
し
に
伴
い
、
改
定
内
容
に
つい
て
国
保

加
入
者
へ
の
理
解
、
周
知
に
努
め
る
と
と

も
に
、
収
納
率
向
上
特
別
対
策
事
業
を
継

続
し
、
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と

連
携
し
、
適
切
な
制
度
運
営
に
努
め
ま
す
。

（
３
） 

母
子
保
健
事
業
の
推
進

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
安
心
し

て
妊
娠
、
出
産
、
育
児
が
で
き
る
よ
う
乳

幼
児
健
診
、
妊
婦
健
診
や
親
子
通
園
事

業
等
を
実
施
し
、
親
と
子
の
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
相
談
や

発
達
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
よ
り
新
た
に
定
期
接
種
と

な
る
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
円
滑

に
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

（
４
） 

児
童
・
母
子
（
父
子
）
福
祉
の
推
進

　
令
和
２
年
度
よ
り
始
ま
る
第
２
期
西
原

町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
さ
ら
な
る
児
童
福
祉
の
充
実
に
努

め
ま
す
。
保
育
の
充
実
と
し
て
は
、
保
育

士
確
保
に
向
け
た
２
つ
の
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
一つ
目
は
、
保
育
士
業
務
の
負
担
軽
減
策

と
し
て
、「
保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業
」

を
新
た
に
導
入
し
、
保
育
補
助
者
の
雇
用

に
よ
り
保
育
士
業
務
の
負
担
軽
減
に
努
め

ま
す
。

　
二
つ
目
は
、「
保
育
補
助
者
雇
上
強
化

事
業
」
に
よ
り
雇
用
さ
れ
る
保
育
補
助
者

な
ど
を
対
象
に
、
保
育
士
資
格
取
得
を
支

援
す
る
た
め
「
保
育
士
試
験
受
験
者
支
援

事
業
」
を
実
施
し
、
保
育
士
試
験
受
験

者
向
け
の
講
座
開
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
心
理

士
に
よ
る
保
育
園
へ
の
訪
問
指
導
に
よ
り
、

発
達
が
気
に
な
る
園
児
や
そ
の
親
・
保
育

士
への
支
援
に
努
め
ま
す
。
幼
児
保
育
教
育

無
償
化
に
つい
て
は
、
引
き
続
き
制
度
の
周

知
及
び
適
切
な
制
度
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
児
童
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
及
び
病
児
保
育
事
業
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　
児
童
虐
待
に
つい
て
は
、
増
加
傾
向
に
あ

る
要
保
護
児
童
対
策
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
、
小
中
学
校
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
適
切
な
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
及
び
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
医

療
費
助
成
金
の
自
動
償
還
払
い
を
行
い
、

自
立
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

（
５
） 

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　
地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
は
、
西
原
町

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
関
係
機
関
と
協

働
し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
の
も
と
で
、
自
分
ら
し
く
活

躍
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
育
成
し
、

公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
で
支
え
あ
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
福
祉
推
進
体
制

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
６
） 

高
齢
者
福
祉
の
推
進

　
高
齢
者
福
祉
に
つい
て
は
、
国
の
介
護
保

険
制
度
及
び
高
齢
者
施
策
の
見
直
し
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
「
こ
と
ぶ
き
プ
ラ
ン
2
0
1
8
」
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
本
町
に
適
し
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県

介
護
保
険
広
域
連
合
と
連
携
し
、「
給
付

の
適
正
化
」「
財
政
の
安
定
化
」
を
め
ざ
し
、

よ
り
効
率
的
で
質
の
高
い
介
護
保
険
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合
と
連

携
し
て
、
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
町
の
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
い
て
、
整
備
を
計
画
し
て
い
る
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
開
設
に
向
け

て
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

（
７
） 

障
が
い
者
（
児
）
の
福
祉
の
推
進

　
西
原
町
障
が
い
者
計
画
及
び
第
５
期
障

が
い
福
祉
計
画
・
第
１
期
障
が
い
児
福
祉

計
画
「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ン
2
0
1
8
」
に
基

づ
き
、
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

障
が
い
者
福
祉
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
、

「
西
原
町
障
が
い
者
計
画
」
及
び
「
第
６

期
町
障
が
い
福
祉
計
画
」・「
第
２
期
障
が

い
児
福
祉
計
画
」（
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ン
）
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

５
　「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て

（1） 

農
業
の
振
興

　
農
業
振
興
に
つい
て
は
、
都
市
近
郊
型
農

業
を
推
進
す
る
た
め
、園
芸
作
物
に
お
い
て
、

農
業
施
設
導
入
や
農
業
振
興
に
関
す
る
補

助
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
営
農
指
導
員

を
配
置
し
、
付
加
価
値
の
高
い
農
産
物
の

生
産
や
安
定
出
荷
を
支
援
し
ま
す
。

　
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

会
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
地
を
解

消
し
て
農
地
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
農

業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
な
ど
を
活
用

し
、
新
規
就
農
者
な
ど
担
い
手
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化

に
向
け
、
農
業
委
員
会
の
協
力
を
得
な
が

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
地
域
の
状
況
の

地
図
化
と
地
域
懇
談
会
を
開
催
し
、
１
０

年
後
の
農
地
利
用
に
関
す
る
将
来
方
針
の

確
定
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
本
町
の
基
幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び

に
つい
て
は
、
優
良
種
苗
の
普
及
や
古
株
更

新
の
奨
励
、
病
害
虫
防
除
、
機
械
化
の
推

進
な
ど
に
取
り
組
み
生
産
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
畜
産
農
家
の
経

営
基
盤
の
安
定
・
強
化
を
図
る
た
め
、

優
良
種
畜
導
入
の
補
助
や
家
畜
予
防
注

射
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
飼
育
技
術
の
支

援
を
行
い
、
生
産
拡
大
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
農
水
産
物
流
通
・
加
工
・
観
光
拠
点

施
設
に
つい
て
は
、
昨
年
度
に
愛
称
の
公
募

を
行
い
「
西
原
さ
わ
ふ
じ
マ
ル
シ
ェ
」
に
決

定
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
１２
月
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
、
引
き
続
き
建
設
工
事
を
行

う
と
と
も
に
施
設
運
営
及
び
開
設
準
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

（２） 

水
産
業
の
振
興

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
与
那
原
・
西
原

町
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
を
強
化
し
、
漁

業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

（3） 

緑
化
の
推
進

　
緑
化
に
つ
い
て
は
、
森
林
地
区
を
保
全

し
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（4） 

商
工
業
の
振
興

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
商
工
会

と
の
連
携
を
強
化
し
つつ
、
６
次
産
業
化
に

向
け
た
農
商
工
連
携
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
企
業
誘
致
、
企
業
立
地
に
対
す
る

課
税
免
除
制
度
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、地
元
企
業
への
公
共
事
業
の
優
先
発
注
、

町
産
品
優
先
使
用
な
ど
を
引
き
続
き
推
進

し
、
町
内
企
業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
雇
用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
窓
口
と
し
た
相
談
体
制
を
継
続

し
、
町
商
工
会
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の

連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
求
人
・
求

職
者
の
登
録
を
行
い
、
新
た
な
雇
用
創
出

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、Ｎ
Ｓ
Ｂ
Ｐ（
西
原
町
学
生
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
は
、
今
年

度
も
県
内
外
に
お
い
て
町
産
品
の
販
売
や

広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
本
町
の
高
校
生
と
県
外
の
高
校
生
と
の

交
流
を
推
進
し
、
町
産
品
の
販
売
活
動
を

通
し
て
郷
土
に
誇
り
を
も
つ
本
町
の
将
来

を
担
う
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

（５） 

観
光
振
興

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
西
原
町
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
中
心
に
し
て
、
西

原
町
観
光
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
本
町
の
さ
ら
な
る
活

性
化
と
観
光
拠
点
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
整

備
し
た
町
民
陸
上
競
技
場
な
ど
に
は
、
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
に

制
作
し
た
観
光
客
向
け
の
避
難
誘
導
マ
ッ

プ
や
S
N
S
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
、
さ
ら
に
、

商
工
会
及
び
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、

観
光
資
源
の
発
掘
と
活
用
、
地
場
産
品
の

開
発
に
努
め
ま
す
。

　
中
城
湾
港
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
へ
の
大
型

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
計
画
を
踏
ま
え
、
今

年
度
も
西
原
町
・
与
那
原
町
・
中
城
村
・

北
中
城
村
で
構
成
す
る
「
東
海
岸
地
域
サ

ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会
」
と
連
携
し
、
本

町
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
県
は
平
成
３０
年
９
月
に
新

沖
縄
発
展
戦
略
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
当

該
戦
略
の
中
で
は
、
東
海
岸
サ
ン
ラ
イ
ズ
ベ

ル
ト
の
発
展
戦
略
を
次
期
沖
縄
振
興
計
画

の
検
討
項
目
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お

り
、
本
町
と
し
て
も
関
係
市
町
村
と
連
携

し
進
め
て
い
き
ま
す
。

（6） 

道
路
網
及
び
排
水
施
設
の
整
備

　
道
路
網
に
つ
い
て
は
、
東
崎
兼
久
線
、

小
波
津
川
北
線
、
小
波
津
川
南
線
、
兼

久
仲
伊
保
線
、
森
川
翁
長
線
な
ど
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
橋
梁
な
ど
の

老
朽
化
対
策
と
し
て
、
北
森
川
橋
の
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組

み
、
安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い
生
活
環
境

整
備
の
た
め
、
生
活
道
路
の
修
繕
や
排
水

整
備
に
努
め
ま
す
。

　
国
・
県
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
２

９
号
西
原
道
路
の
早
期
事
業
化
に
向
け
、

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
道

浦
添
西
原
線
道
路
整
備
事
業
、
県
道
那

覇
北
中
城
線
道
路
整
備
事
業
、
小
波
津

川
河
川
改
修
事
業
な
ど
に
つ
い
て
も
、
早

期
整
備
に
向
け
て
県
と
連
携
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

（７） 

都
市
基
盤
施
設
の
整
備

　
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
豊
か
な
都
市
空
間
の
形
成

を
確
立
す
る
た
め
、
土
地
利
用
の
誘
導
を
図

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
市
街
地
整
備
や

道
路
、
公
園
、
下
水
道
整
備
な
ど
、
重
点

的
に
整
備
す
べ
き
施
策
を
効
率
的
・
効
果

的
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
国
道
３
２
９
号

西
原
道
路
の
延
伸
に
伴
う
工
業
用
地
の
拡
大

に
向
け
た
調
査
に
つい
て
検
討
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
兼
久
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
線
沿
線
地

区
に
つ
い
て
、
観
光
客
や
買
い
物
客
な
ど

様
々
な
人
々
が
行
き
交
う
空
間
と
し
て
賑

わ
い
の
あ
る
沿
道
利
用
型
施
設
用
地
への
用

途
地
域
の
変
更
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
園
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
多
い
東
崎

公
園
、
東
崎
都
市
緑
地
（
イ
ル
カ
公
園
）

を
は
じ
め
と
す
る
各
公
園
施
設
の
遊
具
の

安
全
点
検
及
び
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
西
原
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
関
係
地
権
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
物
件
補
償
や
道
路
及
び
宅
地
造
成
工
事

を
行
い
、
事
業
の
進
捗
に
努
め
ま
す
。

　
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
促
進
を
図
り

ま
す
。

お
わ
り
に

　
令
和
２
年
度
の
各
予
算
に
つい
て
は
、
申

し
上
げ
ま
し
た
諸
施
策
事
業
な
ど
を
中
心

に
編
成
し
、

（1）
　
一般
会
計

　
　
1
1
，６
５
０
，0
0
0
千
円

（2）
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
4
，0
8
1
，２
５
９
千
円

（3）
　
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

　
　
2
６
０
，３
２
９
千
円

（4）
　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
２
９
５
，６
２
７
千
円

（5）
　
水
道
事
業
会
計

　
　
1
，0
6
５
，４
６
８
千
円

（6）
　
下
水
道
事
業
会
計

　
　
７
４
４
，９
３
５
千
円

と
な
って
い
ま
す
。

　
以
上
、
令
和
２
年
度
の
町
政
運
営
の
基

本
姿
勢
及
び
主
要
施
策
の
概
要
並
び
に
予

算
案
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
議
員

各
位
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和
２
年
度
の

施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
２
日
　
　
　
　
　
　

西
原
町
長  

上

　間

　
　明
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令和2年度　施政方針

　
町
長
就
任
か
ら
３
期
目
の
４
年
目
と
な

り
、
私
に
と
り
ま
し
て
最
後
の
３
月
定
例

会
と
な
る
令
和
２
年
第
１
回
西
原
町
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
町
政

運
営
の
基
本
と
な
る
令
和
２
年
度
予
算
案

を
は
じ
め
、
諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、

町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
私
の
所
信
の一
端

を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
及
び
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
今
年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
締
め

く
く
り
と
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
に
か
か
る

希
望
も
含
め
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
は
就
任
当
初
か
ら
基
本
理
念
で
あ
り

ま
す
「
町
民
の
目
線
に
立
ち
　
町
民
本
位

の
町
政
」
を
掲
げ
、

一　
平
和
な
く
し
て
町
民
福
祉
な
し
　

平
和
が
す
べ
て
の
原
点

一　
町
民
が
主
体
の
「
協
働
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
推
進

一　
町
民
の
税
金
を
大
切
に
使
う
予
算

執
行

一　
職
員
と
の
信
頼
関
係
の
上
に
、
職

員
が
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

風
通
し
の
よ
い
職
場
づ
く
り

を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
町
政
運
営
に
あ
た
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
、
な

お
一
層
の
町
勢
の
発
展
を
め
ざ
し
、「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」
の
理
念
に
基
づ
い
て

町
民
協
働
の
「
文
教
の
ま
ち
西
原
」
の
創

造
に
最
後
ま
で
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
以
上
、
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
を
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
次
に
執
行
体
制
と
行
財

政
の
確
立
に
つい
て
申
し
上
げ
ま
す
。

１
　
執
行
体
制
と
行
財
政
の
確
立

　
社
会
保
障
関
係
事
業
や
今
年
度
か
ら

導
入
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
の

対
応
を
は
じ
め
、
地
方
分
権
に
よ
る
権
限

移
譲
や
一
括
交
付
金
な
ど
に
よ
り
、
事
務

事
業
や
行
政
需
要
は
年
々
増
大
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
加
え
、
国
民
健
康
保
険
の
赤

字
問
題
が
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
お
り
、

本
町
の
財
政
状
況
は
緊
急
的
な
措
置
を

と
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
各
事
業
に
つ
い
て
は
、

緊
急
か
つ
効
果
的
な
も
の
に
絞
り
、
さ
ら

に
、
行
政
内
部
に
お
け
る
コ
ス
ト
の
徹
底

的
な
見
直
し
と
本
町
の
財
政
規
模
に
見

合
っ
た
事
業
選
択
を
行
い
な
が
ら
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
で
き
る
限
り
低
下
さ
せ

な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

　
財
政
計
画
に
お
い
て
は
、
各
事
業
に
つ
い

て
優
先
順
位
を
決
め
、
事
業
計
画
段
階
か

ら
厳
し
く
精
査
し
な
が
ら
中
期
財
政
シ

ミ
ュレ
ー
シ
ョン
を
行
い
、「
あ
れ
も
こ
れ
も
」

で
は
な
く
、「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
と
い
う
視

点
で
、
安
定
的
な
予
算
編
成
が
行
え
る
よ

う
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
邁
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
役
場
に

お
い
て
は
、
多
種
多
様
で
高
度
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
や
地
方
分
権
の
進
展
に
対
応
す

る
た
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
の
充
実

強
化
を
図
り
、
ま
た
、
明
る
く
さ
わ
や
か

な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
職

員
の一層
の
資
質
向
上
と
職
場
の
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
行
政
運
営
の
公
正
の
確
保
や
透
明
性
の

向
上
及
び
町
民
の
権
利
利
益
保
障
に
つい
て

は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
行
政
手
続
・

行
政
不
服
審
査
制
度
の
適
正
な
運
用
を
図

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
情
報
公
開
制

度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
円
滑
な
運
用

に
努
め
ま
す
。

　
広
報
活
動
の
柱
で
あ
る
「
広
報
に
し
は

ら
」
は
、
町
民
に
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

広
報
紙
を
め
ざ
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つい
て
は
、
今
後
と
も
正
確
か
つ
迅
速
な
情

報
の
提
供
を
図
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
多
様
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル

を
活
用
し
、
町
民
の
利
便
性
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　
広
聴
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
種
審
議
会
、

委
員
会
な
ど
へ
の
町
民
公
募
制
度
を
引
き

続
き
推
進
し
、
町
民
参
画
の
機
会
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
と
の
対
話
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
メ
ー
ル

や
町
民
ア
イ
デ
ィ
ア
箱
に
よ
る
き
め
細
か
な

広
聴
活
動
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
財
政
状
況
は
、
消
費
税

増
税
や
幼
児
保
育
教
育
の
無
償
化
に
伴
う

地
方
財
政
計
画
の
拡
大
に
よ
り
、
一定
の
財

政
措
置
が
な
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

充
分
な
手
当
と
な
る
か
不
透
明
な
状
況
に

あ
り
、
町
財
政
が
よ
り
厳
し
さ
を
増
す
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
の
動
向
を
注
視
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
、
地
方
債
に
影
響
を
大
き
く
受
け
る

構
造
と
な
って
お
り
、
そ
の
た
め
、
自
主
財

源
の
確
保
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
自
主
財
源
の
大
部
分
を
占
め
る
町
税
に

つ
い
て
は
、
課
税
客
体
の
的
確
な
把
握
に

努
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
納
税
者
の
利

便
性
向
上
と
安
定
し
た
収
納
確
保
の
た

め
、
引
き
続
き
口
座
振
替
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

　
ま
た
、
税
の
公
正
・
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
財
産

調
査
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
付
能

力
の
迅
速
か
つ
的
確
な
把
握
に
努
め
、
滞

納
整
理
を
よ
り
一層
強
化
す
る
こ
と
で
、
滞

納
繰
越
額
の
縮
減
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
本
町
と
那
覇
県
税
事

務
所
及
び
南
城
市
と
の
連
携
協
定
に
よ
り

併
任
職
員
を
配
置
し
、
徴
収
技
術
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
民
間
事
業
者
と

連
携
し
な
が
ら
返
礼
品
の
開
発
な
ど
の
充

実
を
図
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

　
歳
出
面
で
は
、
義
務
的
経
費
の
割
合
が

恒
常
的
に
高
く
、
弾
力
性
に
乏
し
い
構
造

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
歳

出
削
減
の
た
め
の
経
常
的
経
費
や
事
務
事

業
の
総
点
検
を
強
力
に
実
施
し
、
本
町
の

財
政
力
に
見
合
っ
た
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
令
和
２
年
度
主
要
施
策
の
概
要

に
つい
て
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
で
定
め

ら
れ
た
４
つ
の
基
本
方
向
に
沿
っ
て
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

２
　「
平
和
で
人
間
性
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

（1） 

平
和
事
業
の
推
進

　
６
月
を
平
和
月
間
と
定
め
、「
平
和
の

語
り
べ
」
等
に
よ
る
平
和
学
習
、
児
童
生

徒
の
参
加
や
住
民
協
働
に
よ
る
各
種
平
和

事
業
を
推
進
し
、
町
民
の
平
和
意
識
の一

層
の
高
揚
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
め
ざ
し

ま
す
。

（
２
） 

地
域
活
性
化
事
業
の
推
進

　
活
力
に
満
ち
た
明
る
く
住
み
良
い
地
域

社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
各
自
治
会
の
自

主
的
な
地
域
自
治
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
３
） 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　「
さ
わ
ふ
じ
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
男
女

が
そ
の
性
差
を
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
協

力
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す
。

（
４
） 

学
校
教
育
の
充
実

　
小
学
校
は
令
和
２
年
度
か
ら
、
中
学
校

は
令
和
３
年
度
か
ら
と
な
る
新
学
習
指
導

要
領
の
実
施
を
迎
え
、
同
指
導
要
領
の
改

定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
教
育
課
程
の
編
成

と
着
実
な
実
施
に
向
け
た
学
校
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

主
体
的
に
行
動
す
る
な
ど
の
生
き
る
力
を

育
み
、
思
い
や
り
、
協
調
性
な
ど
の
豊
か
な

人
間
性
を
培
う
心
の
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
充
実
を
め
ざ
し
、
県
の
「
学
力
向
上
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ
」
の
下
に
、
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
、
い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
町
内
小
中
学
校
へ

の
学
習
支
援
員
の
派
遣
や
電
子
黒
板
な
ど

を
活
用
し
た
教
育
情
報
化
支
援
、
大
学
と

の
連
携
に
よ
る
授
業
支
援
、
さ
ら
に
、
小

中
学
校
の
連
携
に
よ
る
指
導
な
ど
、
児
童

生
徒
の
学
力
向
上
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
年
度
も
小
中
学
校
へ
特
別
支
援
教
育

支
援
員
を
派
遣
し
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
理
念
の
下
、
児
童
生
徒
へ
の
支
援
及
び

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
い
じ
め
、
不
登
校
問
題
に
つ
い
て
は
、
教

育
相
談
員
に
よ
る
学
校
訪
問
相
談
や
保
護

者
相
談
を
行
う
と
と
も
に
、
県
派
遣
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
効
果
的
に
活
用
し
、
引
き

続
き
学
校
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
西
原
中
学
校
19
号
棟
耐
震
補
強
工
事
を

行
い
、
安
全
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
小
中
学
校
校
務
事
務
環
境
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
及
び
校
務
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
入
替
え
を
行
い
、
校
務
事
務
の
改
善
を

図
り
、
働
き
や
す
い
環
境
を
構
築
し
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
応
じ
た
個

別
最
適
化
学
習
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
児
童
生
徒
一
人
一
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
整
備
を
行
う
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

（
５
） 

学
校
給
食
の
充
実
・
強
化

　
栄
養
に
配
慮
し
た
安
全
で
お
い
し
い
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒

の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
、
食
に
関
す

る
正
し
い
理
解
を
養
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

衛
生
管
理
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、
安

全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

（
６
） 

生
涯
学
習
の
振
興

　
地
域
と
学
校
の
連
携
体
制
を
基
盤
と
し

て
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実

現
に
向
け
て
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
貢
献

意
識
の
向
上
、
教
員
の
地
域
社
会
へ
の
理

解
の
促
進
な
ど
、
地
域
学
校
協
働
本
部
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

　
図
書
館
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
利
用
者

に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
町
民
の

自
己
学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
に
お
い
て
は
、
各
種
事
業

や
講
座
な
ど
を
実
施
し
、
生
涯
学
習
活
動

の
機
会
及
び
情
報
を
広
報
に
し
は
ら
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
町
民
へ
積
極
的
に

提
供
し
ま
す
。

（
７
） 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　 

活
動
の
推
進

　
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
に

対
す
る
関
心
の
高
ま
り
や
多
様
化
に
応
え

る
た
め
、
運
動
公
園
や
学
校
を
町
民
に
広

く
開
放
し
、
健
康
づ
く
り
や
交
流
の
場
と

し
て
の
利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
よ
り
充
実
し
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
努
め
ま
す
。
将
来
を
担
う
青
少
年

を
対
象
と
し
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
、
か
け
っ
こ
教
室
、
本
町
で
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
を
実
施
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
、
多
く
の
町
民
が
参

加
で
き
る
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
を
開
催

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
盛
ん
な
本
町

の
特
性
を
生
か
し
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

も
含
め
た
競
技
大
会
の
誘
致
に
向
け
て
関

係
団
体
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

（
８
） 

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

　
児
童
生
徒
の
非
行
や
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

問
題
な
ど
の
解
決
に
向
け
て
、
今
後
と
も

関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

（
９
） 

文
化
事
業
の
推
進

　
伝
統
文
化
や
文
化
財
保
護
思
想
の
普

及
・
啓
発
を
図
る
た
め
、
諸
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
内
間
御
殿
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
整

備
基
本
計
画
の
改
定
を
行
う
と
と
も
に
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
復
元
に
向
け
て
年

次
的
に
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
内
間

御
殿
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
文
化
財
を

案
内
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め

ま
す
。

（
10
） 

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
利
活
用
の
推
進

　
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民
の
文

化
・
芸
術
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
町

内
・
町
外
を
問
わ
ず
利
用
し
や
す
い
運
営

に
努
め
ま
す
。

（
11
） 

国
際
交
流
事
業
の
推
進

　
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入
事

業
と
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
か
ら
受
け
入
れ

て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、「
１０
月
３０
日
世

界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
日
」
を
機
に
移
民

の
歴
史
や
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
の
発
信
に

努
め
ま
す
。

３
　「
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

（1） 

交
通
安
全
施
設
の
整
備
と
安
全
教
育

の
推
進

　
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て
も
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
交
通
安
全
指
導
や

広
報
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
事
故
防

止
に
努
め
ま
す
。

（２） 

消
防
・
防
災
体
制
等
の
確
立

　
町
民
の
生
命
及
び
財
産
を
災
害
等
か
ら

保
護
す
る
た
め
、
各
種
防
災
資
機
材
の
更

新
や
保
守
管
理
を
適
正
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
東
部
消
防
組
合
及
び
そ
の
他
関
係

機
関
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
防
災
訓
練
な
ど
を
通
し

て
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
消
防
拠
点
と
し
て
東
部
消
防
組

合
の
新
消
防
本
部
庁
舎
の
建
設
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
防
犯
活
動
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
、
地
域
安
全
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
犯
罪
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（
３
） 

環
境
保
全
対
策
の
推
進

　
町
指
定
ご
み
袋
等
の
手
数
料
を
改
定

し
、
増
加
す
る
ご
み
処
理
に
係
る
経
費
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
減
量
の
意
識

啓
発
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
南
部
広
域
行

政
組
合
が
所
有
す
る
旧
し
尿
処
理
場
跡
地

の
用
地
取
得
を
進
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
ヤ
ー
ド

の
整
備
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
看
板

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
都
市

計
画
や
土
地
利
用
計
画
と
調
整
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
環
境
と
調
和
が
と
れ
る
よ

う
無
秩
序
な
開
発
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

（
４
） 

上
水
道
事
業
の
充
実

　
地
震
に
強
い
強
靭
な
水
道
施
設
の
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
な
水
道

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
引
き
続

き
水
道
施
設
の
整
備
拡
充
、
老
朽
化
が
進

行
す
る
施
設
の
維
持
管
理
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
安
室
・
兼
久
地
区
老
朽

管
更
新
、
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地

区
内
の
配
水
管
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
５
） 

下
水
道
事
業
の
推
進

　
汚
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
未
普
及
地
区

解
消
の
た
め
、
棚
原
第
一
処
理
分
区
の
整

備
を
継
続
し
、
整
備
区
域
の
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
、
接
続
率
向
上
に
向
け
て
普
及

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
雨
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
浸
水
被
害
軽

減
を
図
る
た
め
、
西
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
地
区
内
の
水
路
整
備
を
引
き
続
き
進

め
ま
す
。

　
ま
た
令
和
２
年
度
よ
り
公
営
企
業
会
計

を
導
入
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

４
　「
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て

（1） 

成
人
保
健
事
業
の
推
進

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
健

康
寿
命
の
延
伸
」「
早
世
の
予
防
」
を
め

ざ
し
第
２
次
の
「
に
し
は
ら
健
康
２１
」
を

推
進
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
特
定
健
診
、
が
ん

検
診
の
受
診
勧
奨
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、

昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た
自
治
会
報
奨

や
個
人
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
事
業
を
継
続

し
て
実
施
し
、
町
民
の
健
康
増
進
の
意
識

高
揚
を
図
り
ま
す
。

（２） 

医
療
保
険
事
業
の
推
進

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
県
内
の

多
く
の
市
町
村
が
赤
字
を
抱
え
る
中
、
本

町
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
運

営
が
強
い
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
す
る
各
種
の
保

健
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
医
療
費

の
適
正
化
に
向
け
て
レ
セ
プ
ト
点
検
を
強

化
し
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の

見
直
し
に
伴
い
、
改
定
内
容
に
つい
て
国
保

加
入
者
へ
の
理
解
、
周
知
に
努
め
る
と
と

も
に
、
収
納
率
向
上
特
別
対
策
事
業
を
継

続
し
、
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と

連
携
し
、
適
切
な
制
度
運
営
に
努
め
ま
す
。

（
３
） 

母
子
保
健
事
業
の
推
進

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
安
心
し

て
妊
娠
、
出
産
、
育
児
が
で
き
る
よ
う
乳

幼
児
健
診
、
妊
婦
健
診
や
親
子
通
園
事

業
等
を
実
施
し
、
親
と
子
の
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
相
談
や

発
達
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
よ
り
新
た
に
定
期
接
種
と

な
る
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
円
滑

に
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

（
４
） 

児
童
・
母
子
（
父
子
）
福
祉
の
推
進

　
令
和
２
年
度
よ
り
始
ま
る
第
２
期
西
原

町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
さ
ら
な
る
児
童
福
祉
の
充
実
に
努

め
ま
す
。
保
育
の
充
実
と
し
て
は
、
保
育

士
確
保
に
向
け
た
２
つ
の
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
一つ
目
は
、
保
育
士
業
務
の
負
担
軽
減
策

と
し
て
、「
保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業
」

を
新
た
に
導
入
し
、
保
育
補
助
者
の
雇
用

に
よ
り
保
育
士
業
務
の
負
担
軽
減
に
努
め

ま
す
。

　
二
つ
目
は
、「
保
育
補
助
者
雇
上
強
化

事
業
」
に
よ
り
雇
用
さ
れ
る
保
育
補
助
者

な
ど
を
対
象
に
、
保
育
士
資
格
取
得
を
支

援
す
る
た
め
「
保
育
士
試
験
受
験
者
支
援

事
業
」
を
実
施
し
、
保
育
士
試
験
受
験

者
向
け
の
講
座
開
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
心
理

士
に
よ
る
保
育
園
へ
の
訪
問
指
導
に
よ
り
、

発
達
が
気
に
な
る
園
児
や
そ
の
親
・
保
育

士
への
支
援
に
努
め
ま
す
。
幼
児
保
育
教
育

無
償
化
に
つい
て
は
、
引
き
続
き
制
度
の
周

知
及
び
適
切
な
制
度
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
児
童
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
及
び
病
児
保
育
事
業
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　
児
童
虐
待
に
つい
て
は
、
増
加
傾
向
に
あ

る
要
保
護
児
童
対
策
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
、
小
中
学
校
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
適
切
な
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
母
子
及
び
父
子
家
庭
に
つ
い
て
は
、
医

療
費
助
成
金
の
自
動
償
還
払
い
を
行
い
、

自
立
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

（
５
） 

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　
地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
は
、
西
原
町

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
関
係
機
関
と
協

働
し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
の
も
と
で
、
自
分
ら
し
く
活

躍
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
育
成
し
、

公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
で
支
え
あ
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
福
祉
推
進
体
制

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
６
） 

高
齢
者
福
祉
の
推
進

　
高
齢
者
福
祉
に
つい
て
は
、
国
の
介
護
保

険
制
度
及
び
高
齢
者
施
策
の
見
直
し
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
「
こ
と
ぶ
き
プ
ラ
ン
2
0
1
8
」
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
本
町
に
適
し
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県

介
護
保
険
広
域
連
合
と
連
携
し
、「
給
付

の
適
正
化
」「
財
政
の
安
定
化
」
を
め
ざ
し
、

よ
り
効
率
的
で
質
の
高
い
介
護
保
険
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合
と
連

携
し
て
、
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
町
の
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
い
て
、
整
備
を
計
画
し
て
い
る
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
開
設
に
向
け

て
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

（
７
） 

障
が
い
者
（
児
）
の
福
祉
の
推
進

　
西
原
町
障
が
い
者
計
画
及
び
第
５
期
障

が
い
福
祉
計
画
・
第
１
期
障
が
い
児
福
祉

計
画
「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ン
2
0
1
8
」
に
基

づ
き
、
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

障
が
い
者
福
祉
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
、

「
西
原
町
障
が
い
者
計
画
」
及
び
「
第
６

期
町
障
が
い
福
祉
計
画
」・「
第
２
期
障
が

い
児
福
祉
計
画
」（
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ン
）
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

５
　「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て

（1） 

農
業
の
振
興

　
農
業
振
興
に
つい
て
は
、
都
市
近
郊
型
農

業
を
推
進
す
る
た
め
、園
芸
作
物
に
お
い
て
、

農
業
施
設
導
入
や
農
業
振
興
に
関
す
る
補

助
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
営
農
指
導
員

を
配
置
し
、
付
加
価
値
の
高
い
農
産
物
の

生
産
や
安
定
出
荷
を
支
援
し
ま
す
。

　
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

会
及
び
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
地
を
解

消
し
て
農
地
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
農

業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
な
ど
を
活
用

し
、
新
規
就
農
者
な
ど
担
い
手
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化

に
向
け
、
農
業
委
員
会
の
協
力
を
得
な
が

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
地
域
の
状
況
の

地
図
化
と
地
域
懇
談
会
を
開
催
し
、
１
０

年
後
の
農
地
利
用
に
関
す
る
将
来
方
針
の

確
定
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
本
町
の
基
幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び

に
つい
て
は
、
優
良
種
苗
の
普
及
や
古
株
更

新
の
奨
励
、
病
害
虫
防
除
、
機
械
化
の
推

進
な
ど
に
取
り
組
み
生
産
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

　
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
畜
産
農
家
の
経

営
基
盤
の
安
定
・
強
化
を
図
る
た
め
、

優
良
種
畜
導
入
の
補
助
や
家
畜
予
防
注

射
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
飼
育
技
術
の
支

援
を
行
い
、
生
産
拡
大
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
農
水
産
物
流
通
・
加
工
・
観
光
拠
点

施
設
に
つい
て
は
、
昨
年
度
に
愛
称
の
公
募

を
行
い
「
西
原
さ
わ
ふ
じ
マ
ル
シ
ェ
」
に
決

定
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
１２
月
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
、
引
き
続
き
建
設
工
事
を
行

う
と
と
も
に
施
設
運
営
及
び
開
設
準
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

（２） 

水
産
業
の
振
興

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
与
那
原
・
西
原

町
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
を
強
化
し
、
漁

業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

（3） 

緑
化
の
推
進

　
緑
化
に
つ
い
て
は
、
森
林
地
区
を
保
全

し
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（4） 

商
工
業
の
振
興

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
商
工
会

と
の
連
携
を
強
化
し
つつ
、
６
次
産
業
化
に

向
け
た
農
商
工
連
携
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
企
業
誘
致
、
企
業
立
地
に
対
す
る

課
税
免
除
制
度
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、地
元
企
業
への
公
共
事
業
の
優
先
発
注
、

町
産
品
優
先
使
用
な
ど
を
引
き
続
き
推
進

し
、
町
内
企
業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
雇
用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
窓
口
と
し
た
相
談
体
制
を
継
続

し
、
町
商
工
会
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の

連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
求
人
・
求

職
者
の
登
録
を
行
い
、
新
た
な
雇
用
創
出

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、Ｎ
Ｓ
Ｂ
Ｐ（
西
原
町
学
生
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
は
、
今
年

度
も
県
内
外
に
お
い
て
町
産
品
の
販
売
や

広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
本
町
の
高
校
生
と
県
外
の
高
校
生
と
の

交
流
を
推
進
し
、
町
産
品
の
販
売
活
動
を

通
し
て
郷
土
に
誇
り
を
も
つ
本
町
の
将
来

を
担
う
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

（５） 

観
光
振
興

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
西
原
町
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
中
心
に
し
て
、
西

原
町
観
光
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
本
町
の
さ
ら
な
る
活

性
化
と
観
光
拠
点
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
整

備
し
た
町
民
陸
上
競
技
場
な
ど
に
は
、
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
に

制
作
し
た
観
光
客
向
け
の
避
難
誘
導
マ
ッ

プ
や
S
N
S
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
、
さ
ら
に
、

商
工
会
及
び
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、

観
光
資
源
の
発
掘
と
活
用
、
地
場
産
品
の

開
発
に
努
め
ま
す
。

　
中
城
湾
港
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
へ
の
大
型

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
計
画
を
踏
ま
え
、
今

年
度
も
西
原
町
・
与
那
原
町
・
中
城
村
・

北
中
城
村
で
構
成
す
る
「
東
海
岸
地
域
サ

ン
ラ
イ
ズ
推
進
協
議
会
」
と
連
携
し
、
本

町
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
県
は
平
成
３０
年
９
月
に
新

沖
縄
発
展
戦
略
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
当

該
戦
略
の
中
で
は
、
東
海
岸
サ
ン
ラ
イ
ズ
ベ

ル
ト
の
発
展
戦
略
を
次
期
沖
縄
振
興
計
画

の
検
討
項
目
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お

り
、
本
町
と
し
て
も
関
係
市
町
村
と
連
携

し
進
め
て
い
き
ま
す
。

（6） 

道
路
網
及
び
排
水
施
設
の
整
備

　
道
路
網
に
つ
い
て
は
、
東
崎
兼
久
線
、

小
波
津
川
北
線
、
小
波
津
川
南
線
、
兼

久
仲
伊
保
線
、
森
川
翁
長
線
な
ど
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
橋
梁
な
ど
の

老
朽
化
対
策
と
し
て
、
北
森
川
橋
の
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組

み
、
安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い
生
活
環
境

整
備
の
た
め
、
生
活
道
路
の
修
繕
や
排
水

整
備
に
努
め
ま
す
。

　
国
・
県
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
道
３
２

９
号
西
原
道
路
の
早
期
事
業
化
に
向
け
、

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
道

浦
添
西
原
線
道
路
整
備
事
業
、
県
道
那

覇
北
中
城
線
道
路
整
備
事
業
、
小
波
津

川
河
川
改
修
事
業
な
ど
に
つ
い
て
も
、
早

期
整
備
に
向
け
て
県
と
連
携
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

（７） 

都
市
基
盤
施
設
の
整
備

　
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
豊
か
な
都
市
空
間
の
形
成

を
確
立
す
る
た
め
、
土
地
利
用
の
誘
導
を
図

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
市
街
地
整
備
や

道
路
、
公
園
、
下
水
道
整
備
な
ど
、
重
点

的
に
整
備
す
べ
き
施
策
を
効
率
的
・
効
果

的
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
国
道
３
２
９
号

西
原
道
路
の
延
伸
に
伴
う
工
業
用
地
の
拡
大

に
向
け
た
調
査
に
つい
て
検
討
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
兼
久
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
線
沿
線
地

区
に
つ
い
て
、
観
光
客
や
買
い
物
客
な
ど

様
々
な
人
々
が
行
き
交
う
空
間
と
し
て
賑

わ
い
の
あ
る
沿
道
利
用
型
施
設
用
地
への
用

途
地
域
の
変
更
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
園
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
多
い
東
崎

公
園
、
東
崎
都
市
緑
地
（
イ
ル
カ
公
園
）

を
は
じ
め
と
す
る
各
公
園
施
設
の
遊
具
の

安
全
点
検
及
び
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
西
原
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
関
係
地
権
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
物
件
補
償
や
道
路
及
び
宅
地
造
成
工
事

を
行
い
、
事
業
の
進
捗
に
努
め
ま
す
。

　
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
促
進
を
図
り

ま
す
。

お
わ
り
に

　
令
和
２
年
度
の
各
予
算
に
つい
て
は
、
申

し
上
げ
ま
し
た
諸
施
策
事
業
な
ど
を
中
心

に
編
成
し
、

（1）
　
一般
会
計

　
　
1
1
，６
５
０
，0
0
0
千
円

（2）
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
4
，0
8
1
，２
５
９
千
円

（3）
　
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

　
　
2
６
０
，３
２
９
千
円

（4）
　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
２
９
５
，６
２
７
千
円

（5）
　
水
道
事
業
会
計

　
　
1
，0
6
５
，４
６
８
千
円

（6）
　
下
水
道
事
業
会
計

　
　
７
４
４
，９
３
５
千
円

と
な
って
い
ま
す
。

　
以
上
、
令
和
２
年
度
の
町
政
運
営
の
基

本
姿
勢
及
び
主
要
施
策
の
概
要
並
び
に
予

算
案
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
議
員

各
位
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和
２
年
度
の

施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
２
日
　
　
　
　
　
　

西
原
町
長  

上

　間

　
　明

　町では、町民および事業者の皆さまにご協力をいただきごみの減量化・資源化や処理に取り組んできました。
　町指定ごみ袋については、平成13年度導入以来価格を据え置いてまいりましたが、消費税が2度上がるなど
の経済情勢の変化でごみ処理経費は増加しております。
　そこで、増加するごみ処理費用に対応するため、令和2年7月1日から町指定ごみ袋などの料金を改定するこ
とになりましたので、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

お問い合わせ　生活環境安全課　環境保全係　☎098-945-5018

・生ごみは水を切って乾燥させましょう！
・マイバッグ・マイ箸・マイボトルを利用しましょう！
・リサイクルできるものは燃やさないでリサイクル！
ごみの分別、リサイクルでごみの減量に
ご協力よろしくお願いします。

ごみを減らすポイント！もえるごみ袋(大)を週に2枚使
用している場合、1か月分のご
み袋購入費用が90円アップし
ます。

変更前に購入いただいたごみ袋およびステッカーは7月1日以降もご利用いただけます。

平成30年度のごみ排出量は
11,224トンで、ごみ処理に

約2億7,300万円
かかっており、そのうち
約5,900万円は
ごみ袋販売による

収入でまかなわれました。

ごみ量と処理に
かかる費用

もえる
ごみ袋
10枚1組

もえる
ごみ袋
10枚1組

もえない
ごみ袋
10枚1組

粗大ごみ
処理券1枚

大

小(15ℓ)

中(30ℓ)

中(U字型)
(30ℓ)

小(15ℓ)

中(30ℓ)

大(45ℓ)

小

もえるごみ処理券1枚
（事業系専用）

60円

300円

600円

100円（1枚当たり10円）

150円（1枚当たり15円）

200円（1枚当たり20円）

100円（1枚当たり10円）

150円（1枚当たり15円）

200円（1枚当たり20円）

400円（1枚当たり40円）

80円

400円

800円

すえおき

200円（1枚当たり20円）

220円（1枚当たり22円）

すえおき

200円（1枚当たり20円）

300円（1枚当たり30円）

600円（1枚当たり60円）
特大

(事業系専用)

種　類 現　在 7月1日以降

２
7月1日より「指定ごみ袋」「指定ごみ袋」
「粗大ごみ処理券」のの
値段値段 変わります変わりますがが

家
庭
用
・
事
業
用

家
庭
用

事
業
用

詳しくは↓
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お問い合わせ　福祉部　健康支援課　保健予防係　☎098-945-4791

あなたが考えているより
とっても大事な朝ごはん

健康
だより

　4月になりました。進級、新入学、就職、新年度など、生活環境が変わる方も多いと思います。慣れない生活リズ
ムになり、ついつい朝ごはんを抜いてしまわれる方もいらっしゃると思います。生活リズムが不規則になるだけ
で、心筋梗塞や脳梗塞の発症の危険度が高くなるといわれています。その中でも朝ごはんを抜くことが体にど
のような影響を及ぼすのか見ていきましょう。

　朝ごはんを抜くと、結果的に心筋梗塞などの発症のリスクが高くなります。また、朝ごはんは体内時計をリセット
する働きがあります。一日一日リセットすることで体内時計が正常に働き、病気の発症予防、肥満予防、老化防止に
なるとも言われています。忙しい毎日ですが、朝ごはんはきちんととるようにしましょう。

●朝ごはんを食べた場合

●朝ごはんを抜いた場合

午
前

時間

6時

7時

生活リズム

起床

活動 脳が活動をはじめる

覚醒度が最大となる

血液中 血管の内側

児童扶養手当・特別児童扶養手当の手当額に変更があります
2019年度全国消費者物価指数の変動に伴い、4月分からの手当額が下記のとおり変更されます。

 【お問い合わせ】　福祉部　こども課　子育て支援係　☎098-945-5311

変更前

児童扶養手当
（月額）

乳児健診
前期：4～5ヶ月
後期：9～10ヶ月

1歳7～8ヶ月 2歳3～6ヶ月 3歳3～5ヶ月案内対象年齢

健診日

1歳半健診 2歳児歯科 3歳児健診

＜第1子＞全部支給

一部支給

＜第2子＞全部支給

一部支給

＜第3子以降＞全部支給

一部支給

1級

２級

特別
児童扶養手当
（月額）

平成31年4月分～
令和2年3月分

42,910円

42,900円～10,120円

10,140円

10,130円～5,070円

6,080円

6,070円～3,040円

4月26日（日）
5月17日（日）
6月14日（日）
7月12日（日）
8月9日（日）
9月13日（日）
10月25日（日）

12月13日（日）
1月31日（日）

3月7日（日）

4月9日（木）
5月7日（木）
6月11日（木）
7月2日（木）
8月6日（木）
9月10日（木）
10月15日（木）
11月12日（木）
12月10日（木）
1月7日（木）
2月4日（木）
3月4日（木）

5月21日（木）
6月18日（木）
7月16日（木）
8月20日（木）
9月17日（木）
10月22日（木）
11月19日（木）
12月17日（木）
1月14日（木）
2月18日（木）
3月18日（木）

6月4日（木）

9月3日（木）

12月3日（木）

3月11日（木）

52,200円

34,770円

43,160円

43,150円～10,180円

10,190円

10,180円～5,100円

6,110円

6,100円～3,060円

52,500円

34,970円

令和2年4月分～

変更後

 【お問い合わせ】　福祉部　健康支援課　保健予防係　☎098-945-4791

子どもの

健診実施中!!
乳児健診

1歳半健診
２歳児歯科

3歳児健診

○健診日の確認方法

○受診可能年齢

①対象者には健診日のおよそ3週間前に健診の案内や問診票等
　が入った通知が届きます。
②右記のQRコードを読み取ると、お子様の生年月日が入った日
　程表が確認できます。
③対象の健診日に受診が出来なかった場合、翌月以降の健診時
　の年齢が受診可能年齢であれば受診できます。

乳児健診→1歳未満 　1歳半健診→2歳未満 　2歳児歯科→3歳未満 　3歳児健診→4歳未満

町が実施する各種健診
は保育園や幼稚園で行
う内科健診とは内容が
異なり、成長に合わせた
発達状況等の確認を行
います。みんなの受診
を待ってるりん♪

★乳幼児健診及びベビースクールにおいては対象のお子さまには健診日の2～3週間前までには通知をお送りします。
★対象者数によっては人数の調整のため対象となる生年月日が変更となる場合があります。健診の通知が届いているか確認をお願いします。
★新型コロナウイルスの感染状況によっては、対象者の健康と安全を最優先に考慮し、中止または延期することもありますのでHPをご確認ください。

★
子
ど
も

事業名

3歳児健診

乳児一般健診（午前）

乳児一般健診（午後）

4月9日

4月26日

4月26日

H28.10.7～H28.11.11

R1.5.30～R1.7.3

R1.10.28～R1.12.10

13：30～14：15

9：00～9：45

13：00～13：45

西原町
保健
センター

木

日

日

月日 曜日 対象者 受付時間 場所

保
健

カ
レ
ン
ダ
ー

食事

血圧&体温が
上昇する

血液を固まりやすくする
物質がでる。

血液が固まるのを
防ぐ物質がでる。

バランスよく
食べる

勉強に最適の時間帯

A

B
A＋Bで
血液が
固まり
にくくなる

血管
内皮細胞

午
前

時間

6時

7時

12時

生活リズム

起床

活動

食事

脳が活動をはじめる

覚醒度が最大となる

血液中 血管の内側

血圧&体温が
上昇する

血液を固まりやすくする
物質がでる。

血液が固まるのを
防ぐ物質がでる。勉強に最適の時間帯

A

B

Aが多くなる
↓
血液が
固まり
やすくなる

Bが出ない
心筋梗塞や脳梗塞発症の
リスクが高くなる

炎
症

（
酸
化
ス
ト
レ
ス
）

食べると
血液

サラサラ!

食べないと
血管が傷つ
いちゃう!

朝ご飯を
抜くと

乳児健診 1歳半・3歳児健診 ２歳児歯科
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◀イベントフォト
　ギャラリーはこちらT o p i c s  i n  t h e  t o w n

わったーまち 話題の
T o p i c s  i n  t h e  t o w n
わったーまち 話題の

カラーで
見れるよ!

　「
清
明
」（※

①
）の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。「
清
明
」と
聞
い
た
ら「
清
明
祭
」を

思
い
浮
か
べ
る
の
が
沖
縄
人
で
す
よ
ね
。そ

の
起
源
は
中
国
に
あ
り
、お
墓
参
り
の
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。沖
縄
で
は
、親
類
が
お

墓
に
集
ま
り
、ご
ち
そ
う
を
囲
ん
で
ご
先

祖
様
と
楽
し
く
過
ご
す
、ピ
ク
ニ
ッ
ク
の

よ
う
な
日
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　
琉
球
王
国
時
代
、一
八
世
紀
に
歴
代
国

王
を
敬
う
儀
礼
が
形
づ
く
ら
れ
、一
七
六

八
年
に
首
里
玉
陵
で
王
家
の
祖
先
供
養

祭
祀
と
し
て
初
め
て
清
明
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
約
百
年
後（
一
八
七
〇
年
）、第
二

尚
氏
始
祖
・
尚
円
王
の
親
族
の
墓
で
あ

る
伊
是
名
玉
御
殿
で
も
公
事
清
明
祭
を

行
う
よ
う
、王
府
の
指
導
を
受
け
る
の

で
す
。伊
是
名
玉
御
殿
は
、西
原
町
の
内

間
御
殿
と
同
じ
く
、王
府
に
よ
っ
て
整

備
さ
れ
て
き
た
尚
円
王
ゆ
か
り
の
国
家

的
聖
地
で
す
。

　
伊
是
名
島
の
公
事
清
明
祭
は
、現
在
で

も
清
明
の
入
り
に
伊
是
名
玉
御
殿
で
行
わ

れ
て
お
り
、公
事
清
明
祭
が
終
わ
ら
な
い

と
、伊
是
名
島
の
一
般
の
清
明
祭
は
行
え

な
い
と
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
伊
是
名
玉
御
殿
に
て
公
事
清
明
祭
が

行
わ
れ
た
九
年
後
に
は
、琉
球
王
国
が

崩
壊
し
ま
す
。な
ぜ
こ
の
時
期
に
王
府

は
、国
家
的
祭
祀
を
始
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。尚
円
王
が
つ
く
り

あ
げ
た
歴
史
を
刻
ん
で
お
き
た
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
西
原
町
で
は
、令
和
二
年
を
尚
円
王
即

位
五
五
〇
年
の
節
目
の
年
と
位
置
づ
け
、

事
業
を
行
う
予
定
で
す
。尚
円
王
ゆ
か
り

の
聖
地
・
内
間
御
殿
の
整
備
な
ら
び
に
首

里
城
再
建
に
む
け
、町
民
の
み
な
さ
ん
と

気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
事
業
を
展
開
で
き
た

ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、尚
円
王
関
連
の
情
報
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
の
で
、お
楽
し
み
に
。

※

①
一
年
を
二
四
に
分
け
た
二
四
節
気
の
ひ
と
つ
。今

年
は
四
月
四
〜
一
九
日
に
あ
た
る
。

問
い
合
わ
せ

文
化
課
文
化
財
係

９
４
４―

４
９
９
８

国
家
的
清
明
祭

国
家
的
清
明
祭

シ
ー
ミ
ー

シ
ー
ミ
ー

尚
円
王
即
位
5
5
0
年
記
念

尚
円
王
即
位
5
5
0
年
記
念

せ
い
め
い

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

タ
マ
ウ
ド
ゥ
ン

タ
マ
ウ
ド
ゥ
ン

ク
ー
ジ
シ
ー
ミ
ー

　皆さんは「おりがみツリー」をご存じでしょうか？おりがみ
ツリーとは、南部医療センター・子ども医療センターに入
院・通院している子どもたちや家族、関係者の方が願いを
込めて折ったおりがみをつなぎ合わせて作られたクリスマ
スツリーのことで、南部医療センターの小児病棟ロビーに
展示されたものです。このツリーは、病院という閉鎖的な
環境の中で、闘病生活を送る子どもたちの社会からの孤
立感を少しでも和らげ、病気に立ち向かう勇気や明日への
希望になればという願いが込められた作品となっていま
す。このほど、役目を終えたツリーを解体、分別し、再生紙
として生まれ変わらせようというプロジェクトが町社会福
祉協議会で行われました。参加した町内の小中学生はおり
がみを分別しながら、おりがみの中に書かれた願い事や
メッセージ、明日への決意などに触れ、思いを巡らせてい
ました。平田彩星さん(西原東中3年)からは「私が知らない
間に病気の子どもたちが一生懸命闘っていることが分
かった。もっといろいろな人の思いとつながって、いろいろ
なことを知りたいと思った」との感想がありました。

おりがみツリーでつなぐ　再生プロジェクト2月15日

伊是名玉御殿の公事清明
祭では多くの供物が並べ
られる

 【お問い合わせ】　福祉部　健康支援課　保健予防係　☎098-945-4791

は確実に
ご予約を！集団健診 特定健診

・がん検診（胃・肺・大腸）

集団健診時の送迎タクシーの休止のお知らせ

昨年度まで、集団健診時に西原町役場と各公民館を結ぶ送迎タクシーを運用していましたが、利
用者数の減少により休止となりました。ご利用されていた皆様にはご迷惑をおかけします。ご理解
とご協力をよろしくお願いいたします。

場 所 西原町保健センター（西原町役場）
自己負担額 特定健診（20代30代）1,300円・（40歳以上）無料、胃がん1,000円　肺がん400円　大腸がん600円
予約先 沖縄県健康づくり財団（☎098-889-6492）　受付時間　8時半～16時

受付時間 8:00～10:00

日　程 対象行政区
予約受付期間

電話予約 Web予約
小橋川、内間、県営内間団地、
掛保久、嘉手苅、小那覇、平園

4月20日（月）～4月22日（水）

5月11日（月）～5月13日（水）

5月18日（月）～5月20日（水）

6月1日（月）～6月3日（水）

4月3日（金）～4月15日（水）

4月20日（月）～4月30日（木）

4月25日（土）～5月10日（日）

5月15日（金）～5月24日（日）

西原ハイツ、池田、小波津、
小波津団地、安室、桃原

幸地、幸地ハイツ、幸地高層住宅、
坂田、坂田高層住宅、翁長

全行政区の方が対象です

6月5日 金

6月10日 水

6月15日 月

6月21日 日

 【お問い合わせ】　福祉部　健康支援課　保健予防係　☎098-945-4791

1
2
2
4
5
6
7
8
9
9

グループA

小波津
棚原
与那城
幸地
小那覇
我謝
翁長
上原
兼久
平園

全体
受診率
36.3%
29.9%
32.8%
30.3%
33.3%
28.3%
28.9%
22.1%
24.9%
25.1%

順位
1位
5位
3位
4位
2位
7位
6位
10位
9位
8位

33.7%
27.9%
23.9%
23.9%
18.2%
20.7%
19.6%
19.7%
18.9%
15.6%

1位
2位
3位
4位
9位
5位
7位
6位
8位
10位

受診率 順位
40-64歳 総合

順位

グループC

内間
県営幸地高層住宅

安室
徳佐田

県営西原団地
県営坂田高層住宅

千原
幸地ハイツ
掛保久
嘉手苅
桃原
呉屋

全体
受診率
32.6%
32.7%
30.8%
36.5%
29.4%
29.3%
32.1%
30.8%
27.1%
21.5%
26.7%
27.6%

3位
2位
5位
1位
7位
8位
4位
5位
10位
12位
11位
9位

31.4%
26.9%
28.6%
18.5%
26.8%
23.7%
17.1%
16.0%
20.0%
18.0%
17.4%
13.5%

1位
3位
2位
7位
4位
5位
10位
11位
6位
8位
9位
12位

1
2
3
4
5
6
6
8
9
10
11
11

順位 受診率 順位
40-64歳 総合

順位

1
2
3
4
5
6
6
8
9
10

グループB

坂田
小橋川
西原ハイツ
森川
津花波
美咲

西原台団地
小波津団地
県営内間団地
池田

全体
受診率
39.9%
38.3%
48.0%
26.6%
37.1%
29.7%
44.3%
35.4%
19.6%
25.0%

順位
3位
4位
1位
8位
5位
7位
2位
6位
10位
9位

26.2%
24.3%
16.1%
26.0%
20.0%
23.1%
13.8%
17.2%
14.5%
13.1%

1位
3位
7位
2位
5位
4位
9位
6位
8位
10位

受診率 順位
40-64歳 総合

順位

最後の中間発表です。最終発表は8月頃を予定しています。
グループAは順位が固まってきました。グループBは小橋川
と西原ハイツが2位、3位の激しい争いです。グループCはま
だまだ大混戦！抜け出すのはどの地区だ！

※集団健診の年間計画については、ホームページまたは健診ガイドをご確認ください。

Web予約

GET！UP
アップ ゲット

特定健診受診率 　  で報奨

文化財
コラム

ひらた あかり
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成人男性の風しん抗体検査・予防接種について
2019年に送付したクーポン券の有効期限が
1年間延長されました

　後期高齢者医療制度では、年々増加する医療費の動向を踏まえて、2年ごとに保険料の見直しを行う制度となっており、被
保険者である高齢者一人ひとりに、保険料のご負担をお願いしています。
　高齢者の皆様には、ご負担をお願いしますが、安心して医療が受けられるよう、今後にわたって安定的に持続可能な財政
運営とするため、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

　子育て中の町民の皆様の意見を取り入れるため、子ども・子育
て支援に関心があり、積極的にご意見をいただける方を委員とし
て募集します。

　西原町の国民健康保険財政は、平成16年度から平成30年度にかけて毎年度の赤字という厳しい状況となっており、平成30
年度決算では約1億6千万円の単年度実績赤字となっています。主な要因は1人当たりの医療費の伸びなどによるものです。こ
のような厳しい国保財政の状況をふまえ、令和2年度に国民健康保険税を引き上げることになりました。
　国保加入者のみなさまには、これまで以上の税負担をお願いすることになりますが、国保制度は加入者のみなさまに納めて
いただいている国保税で運営されていますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。　妊娠中に風しんに感

染すると、生まれてくる
赤ちゃんが障がいを
持って生まれてくること
があります。
これから生まれてくる
赤ちゃんを社会全体で
守るため、ぜひ、この機
会に抗体検査を受けま
しょう。

 【お問い合わせ】　福祉部　福祉保険課　賦課徴収係　☎098-911-9163
お問い合わせ　福祉部　健康支援課　保健予防係　☎098-945-4791

 【お問い合わせ】福祉部 こども課 幼稚園・こども園係
☎098-945-5311（内線 2706）

 【お問い合わせ】西原町教育委員会
教育総務課　学務係　☎098-945-5039

令和2年度  就学援助

国民健康保険税の改定について

※クーポン券の送付対象者以外でも、昭和37年4月2日～昭和41年4月1日生まれの男性の方はクーポン券を使用して風しん抗体検査・予防接種
を受けることができます。ご希望の方は下記までお問い合わせください。　※クーポン券を紛失された方は下記までお問い合わせください。

 【お問い合わせ】　沖縄県後期高齢者医療広域連合　管理課　☎098-963-8012

令和2・3年度の保険料改定について

改定前

医療分

所得割

改定後

令和2年度（改正後）
64万円

平成31年度（改正前）
62万円

前年度比
＋2万円

48,440円
8.88％

（平成20年度より据置）
＋0.08％

均等割
所得割

48,440円
8.80％

改定前 前年度比

7.67％

16,800円

20,400円

2.48％

5,600円

6,000円

1.77％

6,400円

4,600円

均等割

平等割

介護保険分後期
支援金分

西原町子ども・子育て会議委員の公募

【対象】 中学生までのお子さまがいる町内在住の方・平日の会議に出席で
きる方（年数回）　【募集人員】 2人　【任期】 2年間
【委員の活動内容】 以下のことについてご意見をいただきます。
・「西原町子ども・子育て支援事業計画ゆいまーるわらびプラン」の推進に
関すること。　・保育所、幼稚園、認定子ども園などの教育・保育施設や家
庭保育施設等の利用定員に関すること。　・その他、子ども・子育て支援に
関する施策の推進に関すること。
【応募方法】 5月20日(水)までに、所定の応募用紙に必要事項を記入し下
記へ提出してください。
【その他】 町の条例に基づき委員報酬を支給します。個人
情報は目的以外に使用はいたしません。ただし、委員として
委嘱を受けた方は、町広報紙やホームページ等で氏名の
公表をさせていただくことがあります。

【申請期間】4月13日（月）～ 5月29日（金）
【申請方法】 必要書類を揃えて、各学校に申請
してください。

　小中学校に通学する児童生徒の保護者に対し、
学用品費や学校給食費など学校教育に必要な費
用の一部を援助する制度で、毎年度申請が必要と
なります。

※申請書は、町HPから印刷するか学校または教育委
員会でお受け取りください。
受給条件(住所地や所得要件など)や
援助内容、必要書類など詳細はHPで
ご確認ください。

※介護保険分は、40歳以上65歳未満の方が対象となります。

改定後

医療分

所得割 7.85％

19,300円

22,300円

2.85%

6,800円

8,500円

2.30%

7,300円

5,300円

均等割

平等割

介護保険分後期
支援金分

クーポン券見本

令和2・3年度保険料率

保険料賦課限度額

沖縄県後期高齢者医療広域連合よりお知らせです

2019年度は昭和47年4月2日か
ら昭和54年4月1日までに生まれ
た男性にクーポン券を送付してい
ます。お手持ちのクーポン券は
2021年3月まで使えます。

2020年度のクーポン券送付対象者は、昭和41年4月2日～昭和
47年4月1日生まれ（54歳～49歳）の男性です。
上記の方には、5月上旬までにクーポン券を送付予定です。

有効期限が2020年3月と表示されていても、
2021年3月まで使えます。

詳しくはこちら

就学援助とは

○申請方法

相続・遺言の相談は無料です！

←与那原 中城→

内間交差点小那覇交差点

ローソンココ

サンエー
西原シティ

250m

西原町字内間111-2
TEL.882-9155

お 見 積 り 調 査 無 料 ! !

台所・浴室・トイレ
水廻りのリフォーム

《西原町給水工事指定店》

水道管取替え工事

お気軽に
お電話下さい。
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国民年金保険料の免除・猶予をお忘れなく！
受付・問合せ　総務部 町民課 住民年金係 ☎945-5012・浦添年金事務所 国民年金課 ☎877-0343

出産前後の国民年金保険料免除 学生納付特例制度をご利用ください！

免除期間
　出産予定日または出産日が属ずる月の前月から
4か月間(双子などの場合は3か月前から6か月間)
の国民年金保険料が免除されます。
※出産とは、妊娠85日(4か月)以上の出産をいいます(死産・流
産・早産も含みます)。
対象者
　国民年金の第1号被保険者で出産日が平成31
年2月１日以降の方
添付書類
▶出産前に届出を提出する場合 → 母子手帳など
▶出産後に届出を提出する場合
→出生届を役場へ提出済みの場合は不要
出産予定日の6か月前から届出ができます。

　学生納付特例制度は、学生の間の保険料を猶予し
社会人になってから納める制度です。申請には、ご本
人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下であ
ることが条件です。
所得の目安　118万円＋｛扶養親族等の数×38万円｝
対象者　学校教育法に規定する大学(大学院)、短期
大学、専門学校など各種学校に通っている20歳以上
の学生(修業年数が1 年以上の課程に在籍している
方に限る)
必要なもの　学生証または在学証明書
※代理人が申請する場合は、代理人の身分証明書・印鑑(認印
可)が必要になります。(同一世帯でない場合は委任状が必要)

学生納付特例期間は、年金の受給資格期間に含まれ
ます。ただし、年金額の計算には反映されません。

農業委員・農地利用最適化
推進委員候補者募集

新しく「民生委員・児童委員」が
加わりました！

【推薦及び募集の対象】
農業委員　12人　農地利用最適化推進委員　5人
【業務内容】 
農業委員
①農業委員会総会への出席
②農地利用の最適化の推進に関する指針の作成、変更
③農地の権利移動の許可、農地利用集積計画の決定　他
農地利用最適化推進委員
④人・農地プランなど、地域農業者との話し合いを推進
⑤農地の出し手、受け手への働きかけ、農地利用の集積、集約化を推進
⑥耕作放棄地の発生防止と解消を推進　他
【任期】
農業委員→令和2年10月1日から令和5年9月30日
農地利用最適化推進委員→委嘱の日から農業委員の任期満了日まで
【推薦・募集期間】4月1日（水）から5月29日(金)まで
農業委員会事務局へ直接提出または郵送での受付(郵送の場合は
当日消印有効)　※詳しくは西原町農業委員会事務局までお問い
合わせいただくか、町HPをご覧ください。

　西原町の民生委員・児童委員は定数を満たしており
ません。
　誰もが安全・安心して暮らせるまちを目指し、地域
住民の「身近な相談相手」として活動していただける方
を募集しています。お気軽にお問い合わせください。

 【お問い合わせ】　西原町農業委員会　☎098-945-5281
 【お問い合わせ】　福祉部　福祉保険課　社会福祉係

☎098-911-9163

平日は仕事で
金融機関に行けない

最寄りの金融機関が
遠くて行くのが大変！

町税等の納付に、

便利で確実な口座振替をオススメします！

納期限を
うっかり忘れてしまう

口座振替の申込先
・沖縄県農業協同組合　・沖縄海邦銀行　・ゆうちょ銀行　・琉球銀行
・沖縄県労働金庫　・沖縄銀行　・コザ信金
必要なもの　
・通帳・通帳印鑑（銀行届出印）　・納税通知書　・口座振替申込書
※口座振替日前に残高を確認してください
※期限が過ぎている町税は口座振替できませんのでご注意ください。

※国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料は納期限と口座振替日が異なります。()内は口座振替日です。
※介護保険料においては、残高不足等で引き落としができなかった場合は、末日に再振替となります。

種　目
第 1期分

4月分 5月分 6月分 7月分 8月分 9月分 10月分 11月分 12月分 1月分 2月分 3 月分

第 2期分 第 3期分 第 4期分 第 5期分 第 6期分 第 7期分 第 8期分 第 9期分

納　　　　期　　（　口　座　振　替　日　）

令和2年度　町税等納期限（口座振替日）一覧表

納　　　　期

町県民税

軽自動車税

6月30日(火)

4月30日(木)

6月1日(月)

7月31日(金)

（7月27日（月））

7月31日(金)

（7月15日（水））

8月31日(月)

7月31日(金)

8月31日(月)

（8月25日（火））

8月31日(月)

（8月17日（月））

11月2日(月)

12月25日(金)

9月30日(水)

（9月25日（金））

9月30日(水)

（9月15日（火））

2 月1日 (月 )

3月1日 ( 月 )

11月2日(月)

（10月26日（月））

11月2日(月)

（10月15日（火）

11月30日(月)

（11月25日（水））

11月30日(月)

（11月16日（月））

1月4日 (月 )

（12月25日（金））

1月4日 (月 )

（12月15日（火））

2 月1日 (月 )

（1月25日（月））

2 月1日 (月 )

（1月15日（金））

3月1日 ( 月 )

（2月25日（木））

3月1日 ( 月 )

（2月15日（月）

3月31日(水)

（3月15日（月））

固定資産税

後期高齢者
医療保険料
国民健康
保険税

介　護
保険料

保育所保育料

種　目

4月20日(月) 5月11日(月) 6月10日(水) 7月10日(金) 8月11日(火) 9月10日(木) 10月12日(月) 11月10日(火) 12月10日(木) 1月12日(火) 2月10日(水) 3月10日(水)

申込書は町内金融機関、
西原町役場窓口で
配布しています

　地域で生活上の悩みや
福祉問題について、相談を
受けるなどの地域支援を
行う民生委員・児童委員と
して新たに1名が委嘱され
ました。 根川  光江（内間）

ねがわ みつえ
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介護保険料以外は西原町役場支払窓口でも支払可能（開庁時間8：30～17：15）お昼休みも支払い可

4月分

固定資産税（1期）
保育所保育料（4月分）

納め忘れにご注意！

種　目 納期限 口座振替日

令和2年2月28日現在 人口：（男）17,883人　（女）17,493人　（男女計）35,376人　世帯数：14,786世帯

農
業
者
年
金
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
土
地
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
縦
覧

第
23
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

展
示
即
売
会

第
16
回「
梅
の
香
り
」う
た
遊
び

大
会
参
加
者
募
集
！

香
典
返
し
と
し
て

寄
附
が
あ
り
ま
し
た

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

大
型
連
休
中
の

ご
み
収
集
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
で
〜
び
る

　
縦
覧
で
き
る
方
は
、西
原
町
内
に
所

有
す
る
土
地
や
家
屋
に
か
か
る
固
定
資

産
税
の
納
税
者
又
は
代
理
人
で
す
。納

税
者
の
場
合
は
、運
転
免
許
証
等
本
人

で
あ
る
と
確
認
で
き
る
も
の
を
、代
理
人

の
場
合
は
、納
税
者
か
ら
の
委
任
状
と
運

転
免
許
証
等
代
理
人
で
あ
る
と
確
認
で

き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
縦
覧
期
間
】4
月
１
日
〜
4
月
30
日

（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

8
時
半
〜
17
時
15
分（
12
時
〜
13
時
を
除
く
）

【
縦
覧
場
所
】税
務
課

【
問
合
せ
】総
務
部 

税
務
課 

資
産
税
係

☎（
9
4
５
）4
7
2
9

【
日
時
】4
月
17
日
（
金
）〜
19
日
（
日
）

9
時
〜
22
時
（
最
終
日
は
20
時
ま
で
）

【
場
所
】サ
ン
エ
ー
西
原
シ
テ
ィ
1
階
食

品
館
側
コ
ー
ト

【
展
示
品
】陶
器
･
絵
画
･
手
工
芸
品
等

※
収
益
や
寄
付
金
等
は
、人
材
育
成
支

援
事
業
の一部
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

【
主
催
・
問
合
せ
】N
P
O
法
人
西
原
町

人
つ
く
り
支
援
の
会
事
務
局（
小
波
津
）

☎
0
7
0（
5
4
1
6
）7
6
8
8

　
5
月
5
日
（
火
）は
全
て
の
ご
み
の
収

集
は
お
休
み
に
な
り
ま
す
。ま
た
、4
月

29
日
（
水
）、5
月
4
日
（
月
）、5
月
6

日
（
水
）の
資
源
ご
み
の
収
集
は
お
休
み

に
な
り
ま
す
。詳
細
は
西
原
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】総
務
部
　
生
活
環
境
安
全
課

環
境
保
全
係
　
☎（
9
4
５
）5
0
1
8

【
氏
名
】花
城
　
秀
子
（
字
兼
久
）

【
寄
附
額
】10
万
円

【
使
い
道
】町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

　「
し
っ
か
り
と
　
止
ま
っ
て
か
く
に
ん

　
横
だ
ん
歩
道
」

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
4
月
6
日

か
ら
4
月
15
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

【
全
国
重
点
目
標
】

1
．子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

　  

全
の
確
保

2
．高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励
行

3
．自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

【
沖
縄
県
重
点
目
標
】

　
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

町
民一人一人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、交

通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
交
通
事
故
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」令
和

2
年
4
月
10
日
（
金
）

【
問
合
せ
】生
活
環
境
安
全
課
　
生
活
安

全
係
　
☎（
9
4
５
）5
0
1
8

愛
贈 ものり
の ふるさとづくり寄付金 

(その他町長が必要と認める事業へ)

手話通訳者・要約筆記者を派遣できます

・健康支援課窓口に手話通訳を配置しています。
・病院受診や行政手続き等に手話通訳・
要約筆記を派遣しています。

日常生活のあらゆる相談に乗ります。
※電話相談にも応じています。また、17
時以降は留守番電話で受け付けます。

※予約優先　時間／10時～16時（12時～13時を除く）
　　　　　　　　　　みや ら りつ こ
福祉相談【宮良律子】･･･生活のための手段や生活費に
関する相談、ひとり親家庭の悩み相談
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ぎ  ま  ゆう こ
障害福祉なんでも相談【儀間優子】･･･障害のある方や、
発達が気になる方、その家族などが抱える悩み・困りご
とに関する相談
　　　　　　　　 かきのはなほうじゅん
法律相談【垣花豊順（弁護士）】･･･人権・財産・離婚問題な
ど法的トラブルに関する相談（相談時間：13時～16時）
　　　　　　　　　　　　  な  か あき お
司法書士相談【名嘉章雄（司法書士）】・・・不動産相続や
贈与、借金問題、遺言や公正証書等の相談（※相談時間：
14時～17時）
　　　　　　　　　　　　　　　　  たま な   は よし え
消費生活・家庭相談【玉那覇良江】･･･訪問販売、契約の
トラブル、親子・夫婦間の悩み、近隣トラブルなどの
お悩み相談
　

問 合 せ西原町社会福祉協議会
事前予約☎945-3651　 FAX946-6777
電話相談☎835-8822（※17時以降、留守番電話）

～悩みは抱え込まず、お気軽にご相談ください～町内相談機関

総 合 相 談

月

火

不登校の児童・生徒や保護者への支援
や助言を行います。

相談日時　月～金曜　9時～16時（12時～13時を除く）
問 合 せ　教育相談室（西原町中央公民館内）　☎944-3603

教 育 相 談

国などの行政機関に対する苦情や要望
に関する相談に応じます。

相談日時　個別に調整となります
　　　　　　　　　あらかきとものり
相 談 員　新垣朝憲
問 合 せ　行政苦情110番　☎ 0570-090-110
 総務部総務課　☎945-5011

行 政 相 談

就職に関するお悩みをひとりひとりに
あったかたちでサポートし、お悩みを
解決します。

相談日時　随時
　　　　　　　　   なかむら
相 談 員　中村
問 合 せ　西原町雇用サポートセンター（産業観光課内） ☎945-4540

雇 用 相 談

高齢者やそのご家族などからの介護や
保健、福祉に関する相談に応じます。 

相談日時　随時　※事前にお電話でご予約をお願いします。
問 合 せ　西原町地域包括支援センター　☎882-0117

高齢者の方の
相談全般

いじめ、DVなど人権に関わることの
相談に応じます。

相談日時　個別に調整となります
　　　　　　　　　  
相 談 員　與那嶺 等、 呉屋正則、 呉屋勝司、奥濱幸子 
　　　　　　　　　
 　平良 明、 安田純子
問 合 せ　総務部総務課　☎945-5011

人 権 相 談
水

木

金

よ  な みねひとし ご   や  まさのり ご   や  かつ じ おくはま さちこ

たいら あきら やすだ じゅんこ

4月30日（木）
4月20日（月）

１.FAX、メールまたは健康
支援課窓口で申込み
（基本1週間前までに）

4.現場にて派遣申請
者と通訳者が待ち合
わせ

3.派遣申請者へ
派遣決定のお知らせ

2、コーディネーターが
登録者を調整、決定

【問合せ】福祉部　健康支援課　障がい支援係　☎098-945-5013・FAX098-944-6551

　聴覚障がい者の社会参加を促進す
るため、社会生活におけるコミュニ
ケーションが必要な方々へ支援を行い
ます。詳しくは、健康支援課までお越し
ください。

　
本
大
会
は
、小
那
覇
出
身
の
故
・新
川
嘉
徳

氏
が
作
詞
作
曲
し
た
「
梅
の
香
り
」を
地
域

文
化
遺
産
と
し
て
保
存
・継
承
・発
展
さ
せ
、

後
世
に
語
り
継
ぐ
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

【
大
会
日
時
】4
月
25
日（
土
）18
時

【
場
所
】小
那
覇
児
童
公
園
特
設
会
場（
雨

天
時
中
央
公
民
館
）

【
応
募
締
切
】4
月
3
日（
金
）17
時
必
着

【
主
催
】「
梅
の
香
り
」う
た
遊
び
大
会
実

行
委
員
会・小
那
覇
自
治
会

詳
し
く
は
町
H
P
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】小
那
覇
公
民
館
内「
梅
の
香

り
」う
た
遊
び
事
務
局

☎（
9
4
6
）0
7
4
8

　
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
で
60

歳
未
満
、年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

し
て
い
る
方
は
、だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま

す
。詳
細
は
農
業
者
年
金
基
金
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】農
業
委
員
会

☎（
9
4
5
）5
2
8
1

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
西
原
支
店

☎（
9
4
5
）5
2
2
5

　先月下旬に送付した「令和2年度
西原町の健診総合ガイド」に誤りが
ありました。7ページ記載の医療機
関リストにある「与那原町あがりは
まクリニック」は閉院しております。
健診を受診する際は、他医療機関
で受診するようにお願いいたしま
す。皆様にご迷惑をおかけしたこと
をお詫び申し上げます。

健診ガイド訂正のお知らせ

派
遣
決
定

申
込
み

あたたかいお心遣いに、深く感謝申し上げます。

寄付者

寄付額

西原町産業通り会

（下地　武会長）

20万円

しもじ たけし

4月以降は、町ホームページ
（http://www.town.nishihara.okinawa.jp/）
トップページ右上バナー「子ども子育て支援
ガイド」からご利用ください。

4月より子育て情報サイト「ゆいわらび」が
町ホームページに移行します。
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【お問い合わせ】　西原町立図書館　☎098-944-4996 ※都合により、行事の日程等が変更になることがあります。

みんなに親しまれている外国で生まれたキャラクターの絵本を
中心に紹介します。
期間：４月１７日（金）～５月２０日（水）

生涯学習のマスコット
「 マナビィ 」

児童館情報は
ここで
チェック！288

No.

令和２年４月１日

６日（月）、13日（月）、16日（木）、20日（月）、27日（月）、29日(水）4月の休館日 11時～
・11日（土）
・26日（日）

4月のおはなし会

図書館からのおしらせ

4月の
おすすめ
絵本

【花】
☆おはなをあげる
☆おさびし山のさくらの木
☆ほわほわさくら

【学校】
☆しょうがっこうがだいすき
☆フウちゃんクウちゃんロウちゃんの
　ふくろうがっこう
☆すごいね！みんなの通学路

【うさぎ】
☆ぼくつかまらないもん！
☆うさぎくんとママ
☆ちょっとだけちょっとだけ

【問合せ・申込先】県立石川青少年の家　☎098-964-3263

日　時：4月18日(土)～19日（日）の２日間
場　所：県立石川青少年の家　キャンプ場
対　象：小学生以上の家族　20名程度

※定員に達し次第締め切ります。
料　金：大人１人 2,000円　子ども１人 1,500円
持ち物：弁当（初日昼食）、飲物（水筒）、洗面用具、筆記用

具、懐中電灯、寝袋（お持ちの方）、タオル、登山に
適している服装（長袖・長ズボン）、両手が空くかば
ん、軍手、帽子、カッパ

申込期間：4月9日(木)～4月14日（火）
※月曜日は休所日です。
直接下記連絡先へ電話で申込んでください。

日　時：5月6日（水）　9：00～13：50
※少雨決行（中止となる場合はご連絡いたします）

場　所：石川青少年の家　石川岳Cコース
対　象：一般20名程度（定員に達し次第締め切ります）
料　金：500円（資料代、保険料含む）
持ち物：水筒（500mlペットボトル3本程度）、弁当、タオ

ル、軍手、帽子、リュックサック等、着替え（沢歩き
の際に濡れる場合があります）

服　装：長袖シャツ・長ズボン（出来れば明るめの色）
申　込：4月21日（火）～4月28日（火）

直接下記連絡先へ
電話で申し込んでください。

春の石川岳登山体験

中央公民館サークル一覧表 ☎098-945-3657

自然とふれあう家族のつどい

スプリングキャンプ
　犬を飼っている飼い主は、狂犬病の予防注
射を年に1度受けさせなければいけません。町
が実施する集合予防注射を活用するか、動物
病院で予防注射を行ってください。

　犬を飼っている方で、登録時に交付された鑑札を紛失してしまった方は、再交付す
る必要がありますので、この機会に再交付の手続きをされてはいかがでしょうか。

【日 程】　※午前・午後とも、受付開始直後は混雑が予想されます。

・予防注射 3,400円（注射済票交付のみの方は550円）
・新規登録 3,000円（鑑札票再交付の方は1,600円）

第１回
第２回
第３回

４月26日（日）
５月10日（日）
６月28日（日）

◆ 

注
意
事
項 

◆

西原町役場玄関前
西原町役場玄関前
西原町民体育館

  9 ：00～12：00 
13：00～16：00

日　付 場　所 受付時間

 料　金 

※ おつりのないようにご協力をお願いします。

●当日は予防注射の案内ハガキを持参してくださ
い（飼い犬の登録をしていない方には案内ハガキ
が届きません）。

●登録時に交付した鑑札と、前回の注射済票を持参
してください。紛失した場合は会場で再交付の手
続きをしてください。

●リード・首輪を抜けないように必ず着けてくださ
い。ハーネスはダメです。

●犬をしっかりと制御できる人が連れてきてくだ
さい。他の犬に対して攻撃的な犬は、必ず口輪を
着けてきてください。

●糞をした場合は、飼い主の責任で持ち帰ってくだ
さい。

●1か月以内に他のワクチン接種を受けた、体調に
不安がある、妊娠している場合は主治医の獣医師
に相談してください。

●予防接種後数日は安静にし、交配、シャンプーは
避けてください。

●3月2日以降に動物病院で予防注射を受けた場合
は、注射済票交付のみとなります。病院で交付さ
れた証明書を持参してください。

【お問い合わせ】　総務部　生活環境安全課　環境保全係　☎098-945-5018

狂犬病予防注射は、飼い主の義務です！

こ
れ
ま
で
の
鑑
札

新
し
い
鑑
札

せかいの
絵本展

※見学・体験を希望の方は活動時間帯に直接お越しください。（事前予約不要）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
フォークダンス
10：00～12：00
琉球かれん

14：00～16：00
歌謡同好会

14：00～16：00
琉球舞踊

20：00～22：00
三線（中級）

20：00～22：00

詩吟
10：00～12：00
大正琴（中級）
10：00～12：00
スマホ・タブレット
14：00～16：00

ヨガ
14：00～16：00
水彩画（初心者）
14：00～16：00
ダンス（キッズ）
17：00～19：00

ヨガ
19：00～20：30

うちなー料理
9：00～12：00

書道
10：00～12：00
手話ダンス

12：00～14：00
フラダンス

14：00～15：30
生花

14：00～16：00
パソコン

19：00～21：00
社交ダンス

20：00～22：00

遊び書き(書道)
10：00～12：00
水彩画(中級)
10：00～12：00
歌謡舞踊

13：30～15：30
オカリナ

14：00～16：00
日本舞踊

14：00～16：00
コーラス

20：00～22：00
フラダンス

20：00～22：00

大正琴(初級)
10：00～12：00
コーラス

10：00～12：00
ＥＭ有機農業
14：00～16：00

韓国語
14：00～16：00
社交ダンス

20：00～22：00

子ども三線
9：30～11：30
三線(初心者)
10：00～12：00

英会話
10：00～12：00
社交ダンス

14：00～16：00
指笛

14：00～16：00
ストリートダンス
19：00～21：00

無料相談

相続・土地、建物
・会社の登記・法律相談

★相続のことなら安心しておまかせ下さい!

☎098-944-2582・　090-8291-4095

営業時間：月～土 8:30～18:00
※日・祝日及び時間外の対応も可
西原町棚原1丁目22番地25（ローソン棚原店うら）

P２台可

司法書士  慶田元　克次
けだもと かつじ

慶田元司法書士事務所
けだもと

西原町の皆様へ おいしいお水をお届けします

【ちゅらウォーター】 中 頭 郡 西 原 町 掛 保 久 ３ ７ 番 地
TEL 0 98 - 8 94 -8 951

西原町の鑑札デザインが、新しくなりました！

18広報にしはら No.578 R2.4.119 広報にしはら No.578 R2.4.1




